
2015年7 月発行1

7
2015　No.124広報

湖 面 を 駆 け 抜 け る 風 に な る

長湯ダム湖

Taketa Public Relations



広報たけた 平成 27 年7 月号 2

世
界
大
会
が
開
催
で
き
る

内
水
面
唯
一
の
常
設
施
設

　

６
月
27
日
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

関
係
者
が
出
席
し
、〝
夢
の
あ
る
施
設
〟
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
全
長
５
０
０
㍍
程
の
周

回
コ
ー
ス
で
あ
り
、
国
内
初
の
内
水
面
を

利
用
し
た
公
認
競
技
施
設
で
あ
る
だ
け

に
、
国
内
大
会
、
世
界
大
会
も
開
催
で
き

る
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

７
月
１
日
の
営
業
開
始
を
前
に
、
問
い

合
わ
せ
も
多
数
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
観
光

拠
点
施
設
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

国内初！淡水ケーブルウェイクボード施設ついに完成

夢を描くウェイクボード発進
　竹田市直入町の長湯ダム湖で建設されていたケーブルウェイクボードの施設が完成し、６月 27 日、オープニン
グセレモニーが行われました。

↑ウェイクボードは、プレイヤー(選手)がワイヤーから下がったロ
　ープのハンドルを掴んで滑走し、スラロームやジャンプを行い、
　その飛型点などにより得点を競うウォータースポーツです

↑くじゅう連山を望む長湯ダム湖を活用した施設

《コース概要図》
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人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,515　 人（－ 31 人）
男　性　10,960　 人（－ 17 人）
女　性　12,555　 人（－ 14 人）
世帯数　10,548 世帯（－11 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数
（平成 27年 6月 1日現在）
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大分長湯湖 Stone wake park　〔ケーブルウェイクボード施設〕
国内初の内水面を利用した公認競技施設。全長 500㍍程の周回コース。
マスト（支柱）により水面から８～９㍍の高さにワイヤーを巡らし、ワイヤーは電気モーター
により時速 35km/h 程度で周回します。モーターボート牽引とは異なり、騒音や水質汚染など
なく、環境に優しいことから、ドイツなどヨーロッパでは 400 か所あります。

魅
力
あ
る
ア
ク
ア
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、若
年
層
の
集
客
に
期
待

　

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
競
技
は
、
世
界

で
３
０
０
０
万
人
、
国
内
で
も
90
万

人
の
競
技
人
口
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
今
年
９
月
13
日
㈰
に
ウ

ェ
イ
ク
ケ
ー
ブ
ル
ツ
ア
ー
第
２
戦
、

11
月
８
日
㈰
に
ツ
ア
ー
最
終
戦
と
な

る
全
日
本
選
手
権
の
開
催
が
決
定
し

て
お
り
、
国
内
ト
ッ
プ
選
手
に
よ
る

競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、

是
非
み
な
さ
ん
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
営
業
は
４
月
か
ら
11
月

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
秋
季
シ
ー
ズ
ン
は
日
没
の
影
響

で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
大
雨
・
雷
注
意
報
な
ど
、
悪

天
候
の
際
に
は
休
業
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
施
設
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
管
理
事
務
所

（
株
式
会
社
ウ
ェ
イ
ク
パ
ー
ク
ジ
ャ
パ

ン　

☎
０
９
７
４-

75-

２
２
９
９
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

＊

　

今
月
26
日
の
「
日
本
一
炭
酸
泉
ま

つ
り
」で
は
、「
ニ
ー
ボ
ー
ド（
※
）」無

料
体
験
（
20
分
程
度
）
が
あ
り
ま
す
。

体
験
希
望
者
は
、
７
月
15
日
㈬
ま
で

に
直
入
支
所
産
業
建
設
課
（
☎
０
９

７
４-

75-

２
２
１
５
）
に
ご
予
約

の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

当
選
者
に
は
、
当
日
の
無
料
チ
ケ
ッ

ト
を
お
送
り
し
ま
す
）。な
お
、当
日

は
水
着
、
タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

※
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
よ
り
短
く
、
ブ
ギ
ー
ボ

　

ー
ド
よ
り
長
い
、
ひ
ざ
で
座
る
タ
イ
プ
の

　

サ
ー
フ
ィ
ン

世界で活躍する選手が出てほしい
　長湯湖は海面に比べて潮の満ち引きもなく、
風が吹いても山に囲まれている分、水面がフ
ラットになり易く、自然環境がとても良い。
　（実際に滑ってみて）とても滑りやすいし、
何よりも水質が良いので、多くの方に気に入
ってもらえると思います。
　いろんな世代の方に幅広くやってほしい！
特にキッズ！子どもたちはすぐに上手になる。
竹田で練習した子どもたちの中から、世界の
大会で活躍する選手が出てほしいと思います。

ウェイクボーダーの夢が現実に！
　「ウェイクパーク」は、日本全国のウェイク
ボーダーの夢です。それが、ここ竹田市で実
現しました。
　夢の実現に携わっていただいた行政や地元
の方、また協会、ウェイクボード産業の方々
に深く感謝申し上げます。
　ウェイクボードは性別年齢を問わず、水の
上で楽しむことができるスポーツです。竹田
の市民の皆様を中心として、ウェイクボード
というスポーツがこの場所から広まっていく
ことを期待しています。

地域おこし協力隊
大江原　由香 さん
　　（ウェイクボーダー）

株式会社ウェイクパークジャパン代表
吉元　一彦 さん

（一般社団法人日本ウェイクボード協会理事）
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↑多くの市民が参加した市民公開講座　（トークイベントの様子）

みんなでつくる「新文化会館」

　

第
１
部
は
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
統
括
責
任
者

是
永
幹
夫
氏
と
、
新
文
化
会
館
の
設
計
者
、

有
限
会
社
香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
の
香
山
壽

夫
氏
（
建
築
家
）
を
迎
え
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
新
文
化
会
館

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
長
の
藤
原
惠
洋

氏
（
九
州
大
学
大
学
院
教
授
）
が
務
め
ま
し

た
。

是
永
幹
夫
氏
「
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
は
、
市
民
の

力
が
市
民
の
英
気
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い

う
思
い
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

竹
田
は
い
ろ
ん
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
い
ろ

い
ろ
な
磁
場
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
域

密
着
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

指
定
管
理
で
運
営
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
設

計
・
建
設
と
同
時
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
も
バ
ネ
に
し
て
、
日
本
最
高
の
、

市
民
の
力
に
よ
る
指
定
管
理
の
あ
り
方
を
竹

田
で
あ
れ
ば
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
」

香
山
壽
夫
氏
「
公
共
建
築
に
大
切
な
も
の
は

『
市
民
を
ひ
と
つ
に
し
、
盛
ん
に
す
る
』
そ

う
い
う
力
を
持
つ
建
築
を
作
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

み
ん
な
の
建
物
は
ひ
と
つ
。
本
来
は
、
そ

う
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
近
代
、
細
か

く
分
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
悪
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
に
な
り
ま
し
た
し
、
使

い
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
そ
の
結
果
、
市
民

協
働
の
力
が
個
々
の
建
築
か
ら
薄
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
も
う
一
度
取
り
戻
す
こ
と
が
一
番

大
切
。
そ
れ
は
ど
こ
で
も
や
れ
る
と
い
う
も

の
で
な
い
。
地
域
の
力
、
市
民
の
力
、
伝
統

な
ど
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
で
き
る
の
で
す
。

　

古
代
の
建
築
と
同
じ
よ
う
に
、
み
ん
な
の

力
で
作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
方
向
性
を
切
り
拓

く
よ
う
な
建
築
を
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
ぜ

ひ
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

藤
原
惠
洋
氏
「
是
永
館
長
と
香
山
先
生
が
お

っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
の
重
要
な
点
は
、

　
①「
協
働
で
つ
く
る
」「
み
ん
な
で
つ
く
る
」

　
②「
地
域
密
着
」
で
や
っ
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
。

　

任
せ
て
お
け
ば
、
い
つ
か
文
化
会
館
は
で

き
て
く
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

み
な
さ
ん
に
力
や
知
恵
な
ど
を
出
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
し
か
も
、
竹
田
な
ら
で
は
の

文
化
会
館
を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と
、

お
２
人
の
立
場
で
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
く
だ
さ

っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
と
て
も
大

き
な
ご
示
唆
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
も
う
ひ
と
つ
。

文
化
会
館
の
『
文
化
』
と
い
う
の
は
、
幅
広

い
営
み
だ
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
『
劇
場
』
と
い
う
も
の
は
、
芝
居
と
か
特

別
な
音
楽
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
む

し
ろ
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
は
、
営
み
や
生

き
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
こ
と
を
も
う
一

回
取
り
戻
す
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
の
場
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
教
育
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で

行
わ
れ
て
い
る
高
校
ま
で
の
義
務
教
育
の
中

に
あ
る
演
劇
教
育
は
、
他
の
人
の
心
を
上
手

に
思
い
や
る
の
に
必
要
だ
と
い
う
よ
う
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
ま
で
文
化
会
館
で
行
う
こ
と
が
で
き

み
ん
な
で
つ
く
る「
新
文
化
会
館
」

　
５
月
21
日
、
市
民
公
開
講
座
「
感
動
と
活
力
を
生
む
学
び
と
創
造
の

交
流
拠
点　
～
新
文
化
会
館
誕
生
に
向
け
て
～
」
が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

↑香山壽夫建築研究所による新文化会館のプレゼンテーションが行われ、公開された模型
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みんなでつくる「新文化会館」

れ
ば
、
さ
ぞ
か
し
面
白
い
、
竹
田
の
子
ど
も

た
ち
が
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」

　
　
　

＊

　

ま
た
、
第
２
部
は
香
山
壽
夫
建
築
研
究
所

に
よ
る
新
文
化
会
館
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
所
か
ら
は
冒
頭
に
て
、
設
計
業
務

の
実
施
方
針

　
①
「
竹
田
市
と
設
計
者
が
協
働
し
て
基
本

　
　
計
画
案
を
行
え
る
利
点
を
活
か
し
、
地

　
　
域
に
根
ざ
す
公
共
建
築
を
実
現
す
る
」

　

②
「
木
造
と
Ｒ
Ｃ
造
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点

　
　

を
活
か
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
建
築
を
つ

　
　
く
る
」

　
③
「
止
水
対
策
と
、
水
害
後
の
速
や
か
な

　
　
復
旧
が
可
能
な
、多
角
的
な
水
害
対
策
」

　
④
「
将
来
の
維
持
管
理
が
市
民
の
負
担
と

　
　
な
ら
な
い
適
切
な
規
模
で
、高
効
率
、高

　
　
耐
久
、
長
寿
命
な
建
築
」

が
示
さ
れ
、「
大
ホ
ー
ル
」「
小
ホ
ー
ル
」「
木

柱
大
広
間
」「
櫓
ラ
ウ
ン
ジ
」
な
ど
の
具
体

的
な
設
計
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
地
元
産

材
の
使
用
に
つ
い
て
、
竹
材
を
含
め
て
検
討

し
て
い
る
こ
と
や
、
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め

に
ホ
ー
ル
も
含
め
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

使
い
や
す
く
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
音
響
に

つ
い
て
は
、
残
響
時
間
を
変
え
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

 第２回市民説明会のおしらせ　　　　　　　
文化会館を考える市民フォーラム

「新文化会館」を一緒に作りあげていきましょう

日　時　７月 29 日㈬　18：30 ～
場　所　竹田市総合社会福祉センター
内　容　設計者㈲香山壽夫建築研究所と市民
　　　　の代表機関である竹田市城下町再生
　　　　プロジェクト委員会文化会館部会と
　　　　で審議した新文化会館「基本設計案」
　　　　の途中経過についての説明及び意見
　　　　交換会
●お問い合せ　竹田市教育委員会　生涯学習
　課　☎ 0974-63-4817

新文化会館誕生に向けた、市民の皆様との取り組み
■市民アンケート調査・シンポジウム
　九州北部豪雨災害により被災後、竹田市では文化会館等の復興に向け、３
回に亘り市民アンケート調査を行い、また、市民シンポジウムも開催し、市
民の皆様のご意見をいただきました。

【市民アンケート等】
　①まちづくり市民アンケート（25.9 実施）②竹田市文化会館の再建を考
　える「現地視察会」でのアンケート調査　（25.11 実施）③「竹田市文化
　会館の再建を考える市民シンポジウム」（25.11.23 開催）　④城下町再生
　プロジェクトにおける主要３施設（図書館・コミュニティーセンター・文
　化会館）整備に対するハガキによる意見徴集（25.12 実施）

■文化会館部会の設置
　竹田市城下町再生プロジェクト委員会（委員長　中井祐　東京大学大学院
教授）の検討部会として設置。各分野の市民代表者、学識経験者など 10 名
で構成されている。
　部会は、「竹田市文化会館（仮称）建設基本構想（案）」の作成を行うこと
および「基本設計（案）」の作成に向け設計者、竹田市と審議を行うことを
目的とする。
○文化会館部会の開催経過
・第１回（25.11.6　本庁会議室）
　⑴文化会館等の被災状況の説明　⑵復興４案についての説明
　⑶基本構想に向けた意見交換
・第２回（25.12.16　本庁会議室）
　⑴今後の国、県との復興協議のスケジュールについて　⑵基本構想に向け
　た意見交換　⑶体育センターの復興について
・第３回（26.3.19　本庁会議室）
　⑴基本構想策定に関するスケジュールについて　⑵先進施設視察研修の実
　施について　⑶社会資本整備総合交付金の活用について　⑷基本構想に向
　けた意見交換
・先進施設視察研修（26.5.29 ～ 30）①霧島国際音楽ホール「みやまコンセ
　ール」〔鹿児島県〕　②都城市総合文化ホール「ＭＪ」〔宮崎県〕③清武町
　文化会館〔宮崎県〕
・第４回（26.7.4　本庁会議室）
　⑴先進施設視察研修の結果について　⑵基本構想の策定手順の変更につい
　て　⑶基本構想に向けた意見交換　⑷基本構想（案）での整理事項の確認
・第５回（26.8.4　本庁会議室）
　⑴基本構想（案）についての協議
・第６回（26.9.5　本庁会議室）
　⑴基本構想（案）についての協議　⑵基本構想（案）の城下町再生プロジ
　ェクト委員会への報告について
・第７回（27.3.24　本庁会議室）
　⑴文化会館部会設置要綱の一部改正について　⑵竹田市体育センターの原
　形復旧工事の概要について
・第８回（27.5.22　本庁会議室）
　⑴設計者「有限会社　香山壽夫建築研究所」と新文化会館についての協議
・第 9 回（27.6.23　本庁会議室）
　⑴設計者「有限会社　香山壽夫建築研究所」と新文化会館についての協議

　●今後のスケジュール（予定）

　　■基本設計・実施設計　平成 27 年度（「基本設計」は「市民フォーラム」
　　　等を開催しながら策定します。）
　　■建 設 工 事　平成 28 年度～平成 29 年度
　　■開館準備等　平成 29 年度～平成 30 年秋
　　■開　　　館　平成 30 年秋
　　◇解体工事（現文化会館、中央公民館）　平成 27 年度中
　　◇竹田市体育センター復旧工事　　　　　平成 27 年度中
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久
住
高
原
案
内
所
・
観
光
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

行
事
、〝
西
み
ほ
「
久
住
挽
歌（
※
）」

を
歌
う
〟
が
６
月
６
日
午
後
６
時
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ

リ
ス
ト
・
西
み
ほ
さ
ん
は
、
市
合
併

10
周
年
記
念
Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
の
中
か

ら
竹
田
に
ゆ
か
り
の
曲「
荒
城
の
月
」

「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」「
あ
ゝ
瀧
廉
太

郎
」
ほ
か
、
童
謡
や
ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ

ー
な
ど
を
披
露
。
ま
た
、
久
住
を
舞

台
に
し
た
抒
情
漂
う
作
品
「
久
住
挽

歌
」
を
切
な
く
美
し
い
歌
声
で
聴
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
終
了
後
、
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
「
久
住
挽
歌
」
制
作
者
、
関
係

者
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
し
た
。

　

作
詩
者
の
大
塚
常
代
さ
ん
は
「
当

時
、
加
藤
先
生
か
ら
久
住
に
ち
な
ん

だ
詩
を
と
い
う
こ
と
で
依
頼
。
た
ま

た
ま
私
の
い
と
こ
が
早
く
夫
を
亡
く

し
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
久

住
の
風
景
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が

こ
の
歌
詞
で
す
。
私
と
し
て
は
３
番

に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
人
間
の
仕

組
み
は
変
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
運

命
は
変
え
ら
れ
る
。
の
ち
に
、
い
と

こ
は
悲
し
み
は
捨
て
て
も
捨
て
て
も

わ
き
あ
が
っ
て
く
る
も
の
、
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
３
番
の
歌
詞

に
繋
が
り
ま
し
た
」。

　

補
詩
を
さ
れ
た
故
加
藤
暢
士
（
加

藤
医
院
の
前
院
長
、
老
人
ホ
ー
ム
久

住
荘
前
理
事
長
）
さ
ん
の
妻
、
和
子

さ
ん
は
「
30
数
年
前
、
主
人
が
久
住

の
歌
を
つ
く
ろ
う
と
、
そ
の
時
に
久

住
荘
に
通
っ
て
い
た
大
塚
さ
ん
と
と

も
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
こ
の
歌
を
聞
く
と
、
今
の
私
の
心

境
そ
の
も
の
。
主
人
が
３
年
前
に
亡

く
な
り
ま
し
て
、
今
月
が
命
日
。
何

と
も
言
え
ず
、
涙
を
こ
ら
え
る
の
に

必
死
で
ご
ざ
い
ま
す
」。

　

作
曲
者
の
故
井
手
徳
夫
さ
ん
（
久

住
町
元
教
育
長
）
の
ご
子
息
、
井

手
哲
郎
さ
ん
は
「
今
月
は
父
の
月

命
日
で
、
生
き
て
い
れ
ば
ち
ょ
う
ど

１
０
０
歳
。
素
敵
な
声
で
歌
っ
て
い

た
だ
い
て
、
喜
ん
で
い
る
と
思
う
。

ま
た
、
本
日
（
６
月
６
日
）
は
、
私

の
誕
生
日
で
も
あ
り
、
父
が
こ
う
い

う
機
会
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。

　

作
曲
者
の
井
手
先
生
を
敬
い
、
楽

曲
を
世
に
出
す
お
世
話
を
さ
れ
た
、

大
久
保
昭
俊
さ
ん
と
佐
藤
正
明
さ
ん

は
「
肉
体
の
死
滅
は
免
れ
な
い
宿
命

で
す
が
、
先
生
の
人
生
の
軌
跡
は
不

滅
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」「
悠
久
の

大
自
然
の
中
で
聞
く
久
住
挽
歌
は
私

の
心
を
打
ち
震
え
さ
せ
る
も
の
で
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
は
、
久
住
地
域
の
郷
土

史
家
、
故
志
賀
静
哉
さ
ん
が
こ
の
歌

を
広
め
た
い
と
い
う
思
い
で
、
大
久

保
さ
ん
の
家
を
訪
ね
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。
久
住
を
愛
す
る
人
々
の
気
持

ち
が
つ
な
が
っ
て
、
く
じ
ゅ
う
連
山

の
麓
に
あ
る
こ
の
場
所
で
、
リ
サ
イ

タ
ル
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。（
後
日
、

故
志
賀
先
生
の
ご
家
族
の
方
に
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、
６
月
６
日
が
偶
然

に
も
誕
生
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
）

　

郷
愁
を
誘
う
久
住
挽
歌
は
、
久
住

が
生
ん
だ
「
愛
す
る
人
へ
の
挽
歌
」

と
し
て
、
末
長
く
歌
い
継
が
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

※
挽
歌
と
は
「
死
者
を
悼
む
詩
歌
」
で
す
。

↑「久住挽歌」の制作関係者が勢ぞろいし、誕生秘話を披露しました

西
み
ほ
さ
ん
が
熱
唱
！

久
住
が
生
ん
だ「
愛
す
る
人
へ
の
挽ば

ん

歌か

」

第
７
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会 

山
下
泰
裕
先
生
が
講
演 

「
志
を
高
く
持
ち
、

夢
へ
の
挑
戦
を
！
」

　

文
豪
・
川
端
康
成
氏
が
昭
和
27 

年
に
竹
田
高
等
学
校
講
堂
で
講
演
し

た
こ
と
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
こ
の

講
演
会
も
今
年
で
７
回
目
。
今
年
は

講
師
に
、
84
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪

無
差
別
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
柔

道
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
山
下
泰

裕
先
生
（
現
在
、
東
海
大
学
理
事
・

副
学
長
、全
日
本
柔
道
連
盟
副
会
長
）

を
迎
え
、
６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
下
先
生
は
、
柔
道
や
恩
師
と
の

出
会
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル

獲
得
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
学
ん
だ
こ
と

人
生
に
活
か
す
こ
と
」、「
夢
を
持
っ

て
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
」
な

ど
を
竹
高
生
に
判
り
易
く
伝
え
ま
し

た
。

↑「志を高く持って、〝夢への挑戦〟をしてほ し 
　い」と語った山下先生

↑「竹らぼ」開所を祝う関係者のみなさん

竹田市創業支援事業 第２号

株式会社ルックスが進出！
　６月 17 日、竹田町に農業生産と地域情報発信事業を展
開する新設会社「株式会社ルックス」が創業を開始し、活
動拠点となるたけた情報ステーション「竹らぼ」の開所式
が行われました。
　渡久地社長は「ＩＴ技術を用いて、竹田及び東村の地域
特産品や観光情報を発信し、グローバルに展開をしていき
たい」と目標を語りました。続いて、首藤市長は「交流が
盛んになっていくことを期待しています」と祝辞を述べま
した。
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市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
暮
ら
す
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
を
み
ん

な
で
考
え
、
活
性
化
を
目
指
す
み
な

さ
ん
の
や
る
気
を
応
援
す
る
た
め
に

創
設
し
た
「
市
民
提
案
型
地
域
活
力

創
造
事
業
」。
27
年
度
は
、
4
月
1

日
か
ら
5
月
8
日
ま
で
の
1
か
月
間

を
募
集
期
間
と
し
て
提
案
事
業
を
公

募
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
13

団
体
か
ら
応
募
を
い
た
だ
き
、
6
月

2
日
に
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
審
査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
花
木
の
植
栽
や
観
光

看
板
の
設
置
に
よ
る
集
落
内
の
環
境

整
備
事
業
、
竹
田
市
の
先
哲
な
ど
を

紹
介
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
事
業
、

講
演
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
事

業
、
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

外
部
審
査
員
4
名
を
含
む
6
名
の

審
査
員
の
前
で
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
審
査
委
員
会
を
経
て
、

一
覧
表
（
表
１
）
の
と
お
り
9
団
体

か
ら
の
提
案
事
業
を
今
年
度
の
地
域

活
力
創
造
事
業
と
し
て
採
択
し
ま

し
た
。
６
月
17
日
に
は
、
認
定
式
を

行
い
、
9
団
体
の
代
表
者
に
市
長
か

ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
来

年
4
月
に
報
告
会
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て
、
昨
年
7
月
に
事
業

認
定
さ
れ
た
8
事
業
に
つ
い
て
は
、

報
告
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
各
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
実
績

報
告
書
に
基
づ
き
、
終
了
事
業
の
実

績
（
表
２
）
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

実
施
さ
れ
た
8
事
業
の
今
年
度
以
降

の
継
続
し
た
取
り
組
み
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

  「
市
民
提
案
型
地
域
活
力
創
造
事
業
」
実
施
９
団
体
が
決
定

「
や
る
気
」を
実
践
に

（表 1）平成27年度認定事業一覧　　　　　（単位：円）

地域 団　体　名 代表者 事　　業　　名 補助金
交付額

竹田 竹田観光ボランテ
ィアガイド委員会 衛藤頼光

「たけた巡り歴史旅」　先哲
たちが残した偉大なる足跡
を巡る旅

600,000

直入 長湯温泉景観整
備促進会議 石川清一 長湯温泉「湯の原」景観形

成推進事業 520,000

竹田 岡の母虎姫の会 広田二千 岡の母虎姫顕彰事業 530,000

竹田 竹田カタリア 水野貴子
竹田女子力育成事業～語り
合おう！私らしく生きる道
～

530,000

竹田 ホット・ヘルス 工藤美津子
竹田の自然を活かした多世
代健康づくり及び健康づくり
を目指す指導者の人材育成

770,000

竹田 竹田狩猟文化振
興会 吉良高夫

竹田市における狩猟に関わ
る各工程の合理化 / 産業化
事業

700,000

竹田 落門会 高野　将 ほたる飛び交う、城下町竹
田のまちづくり 250,000

宮城
宮城の里
しだれ桜祭り実
行委員会

菅　恵次 宮城の里しだれ桜祭り 550,000

玉来 玉来えびす会 高橋英敏 宿場町玉来！わが町の賑や
かし　玉来地区踊りの祭典 550,000

（表 2）平成26年度認定事業実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

地域 団　体　名 代表者 事　業　名 補助金
交付額 事　　　業　　　の　　　効　　　果

入田 入田地区活性化事業
推進協議会 伊藤洋一 「牧の城」跡遊歩道整備事

業 650,000
遊歩道の整備により「牧の城」跡の公開ができるようになり、入田湧水群の名水巡り
ハイキングコースの魅力が高まり、人の交流が増え地域の活性化につながり、併せて
入田地区民の健康づくりと沿線林業関係者の利便性に貢献できた。

長湯 湯の原活性化会議 塩手長利
湯の原地域再生プロジェクト

（ガニ湯～丸山公園エリア
の資源再生）

598,532
湯の原天満社の神の水が再び湧出、伐採や伐竹により周辺も大変明るくなり、散歩す
る市民も多くなった。今後の管理は、湯の原区で行うことにしており、地域のつなが
りも強くなった。

竹田 竹田市防災士会 添田紀夫 地域防災コミュニティ強化
事業 240,000

防災士の相互のネットワークを構築し、防災士としての活動と地域防災コミュニティ
づくりに貢献できた。さらに防災士個人個人が知識と技能の向上に努め、自主防災リ
ーダーとして自覚ある活動が始まった。

竹田 落門会 高野　将 ＪＲ豊後竹田駅周辺の魅力
アップ事業 620,000

ＪＲ豊後竹田駅構内及び敷地内に落門の滝の案内看板を設置、駅前周辺の観光パンフ
レットを作成するなど今年 7 月からのＪＲデスティネーション・キャンペーンに向け
たおもてなしの心が整備できた。

都野 大船山登山道（入山公
廟道）を守る会 竹下善治

大船山観光登山道整備推
進事業（入山公廟周知活
動）

650,000
登山道に覆いかぶさっている木の枝を除去し、登山者や登山バスの運行に支障のないように
整備した。さらに、入山公廟の周知活動のため登山案内板を設置した。この事業実施により
大船山への登山客の増加につながった。引き続き市民による登山道の維持管理が期待できる。

荻 荻町史談会 山村英治 映像と方言とによる歴史の
伝承 600,000

忘れられつつあるふるさとの方言や行事などの文化遺産、歴史的遺産などを音声と映
像で記録し、後世に残す準備ができた。成果品を十二分に利用し、荻地域の活性化に
寄与できる環境が整った。

玉来 玉来えびす会 高橋英敏
時は今！「宿場町玉来・・古き良
き世の賑やかし。わが町の歴史と
文化が 400 年の時を超えて蘇る」

320,000
玉来地域夜なべ談義、扇森稲荷神社の門松作成（講師は中臣一氏）などを通じて、玉
来地域の一体感の醸成が図られ、次年度以降の玉来地域の活性化に向けた大きな足掛
かりとなった。

竹田 竹田アートカルチャー
2014 実行委員会 児玉順平 TAKETA

ART CULTURE 2014 1,000,000
城下町を訪れる若い世代の観光客が増加したこと、若い世代の市民が地域づくりへの
参加機会が増加したこと、芸術家の城下町進出のきっかけづくりになったことなど多
くの効果があった。

↑提案が採用になった９団体代表のみなさん
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工
藤
隆
浩
建
設
課
長
補
佐
（
以
下
工
藤
）　
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
国
の
素
晴
ら

し
い
賞
を
受
け
た
り
、
待
望
の
認
定
を
受
け

た
り
と
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。

首
藤
勝
次
竹
田
市
長
（
以
下
市
長
）　
そ
う
で

す
ね
。
ま
ず
、
市
長
に
就
任
し
て
す
ぐ
に
城

下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
１
市
３
町
が
合
併
し
た
の
で
す
が
、
中

核
に
な
る
岡
城
と
城
下
町
が
再
生
さ
れ
な
け

れ
ば
恥
ず
か
し
い
し
、
周
辺
部
の
力
と
の
連

動
性
が
重
要
だ
か
ら
と
い
う
発
想
で
し
た
。

そ
れ
を
具
体
的
に
計
画
化
し
て
き
た
わ
け
で

す
が
、
そ
れ
ら
一
連
の
テ
ー
マ
設
定
や
ま
ち

づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
、
計
画
の
方
向
性
が
優

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
第
10
回
ま
ち
づ

く
り
情
報
交
流
大
賞
に
お
い
て
「
ま
ち
づ
く

テ
レ
ビ
で
40
億
円
近
い
お
金
を
使
っ
た
あ
と

で
す
か
ら
。
た
だ
、
ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

工
藤　

景
観
整
備
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う

お
考
え
で
し
た
か
。

市
長　

合
併
以
前
か
ら
城
下
町
は
景
観
整
備

に
対
し
て
国
の
分
を
含
め
て
市
か
ら
も
補
助

金
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
景
観
が
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
下
本
町
あ
た
り
は
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
よ
ね
。

工
藤　

そ
う
で
す
ね
。
一
般
的
な
景
観
整
備

り
シ
ナ
リ
オ
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
国
土

交
通
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

工
藤　

竹
田
市
の
都
市
再
生
整
備
計
画
が
、

全
国
か
ら
選
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。

市
長　

そ
う
で
す
。
こ
の
賞
は
今
回
、
全
国

で
２
団
体
で
、
大
分
県
で
は
初
の
受
賞
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
藤　

評
価
さ
れ
た
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど

こ
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

市
長　

城
下
町
は
、
過
去
の
計
画
で
は
本

町
通
り
を
拡
幅
し
て
16
メ
ー
ト
ル
の
都
市

計
画
道
路
に
す
る
と
い
う
方
向
だ
っ
た
ん
で

す
。
50
年
近
く
そ
の
考
え
方
で
き
て
い
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
計
画
が
そ
の
ま
ま
進
む
と

４
０
０
年
以
上
保
た
れ
て
い
た
町
割
り
が
崩

れ
て
し
ま
う
。
全
国
的
に
見
て
も
貴
重
な
城

下
町
の
姿
が
失
わ
れ
て
い
い
は
ず
は
な
い
で

す
よ
ね
。
そ
こ
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
を
し
て
そ
の
計
画
を
白
紙
に
戻
し
た
ん
で

す
。
道
路
が
広
く
な
っ
た
ら
お
客
さ
ん
が
来

る
と
言
う
の
は
昔
の
話
で
す
よ
ね
。
あ
ら
た

め
て
話
し
合
い
を
し
て
み
た
ら
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
同
じ
考
え
方
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

工
藤　
大
変
な
決
断
で
し
た
ね
。

市
長　

そ
う
で
す
ね
。
予
算
も
20
億
円
以
上

の
持
ち
出
し
が
必
要
で
し
た
し
。
ケ
ー
ブ
ル

Т
О
Ｐ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

市
長
に
聞
く
③

ま
ち
づ
く
り
シ
ナ
リ
オ
賞・新
国
民
保
養
温
泉
地
に
も
認
定
さ
れ
る

　

竹
田
市
の
総
合
戦
略
を
聞
く

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
や
、
次
か
ら
次
に
竹
田
市
の
政
策
が
国
の
評
価
を
受
け
、
ま
ち
づ
く
り
が
佳
境

に
入
っ
て
い
る
の
を
実
感
す
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
道
を
振
り
返
り
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
市
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
建
設
課
都
市
計
画
係
の
工
藤
隆
浩
課
長
補
佐
）

■

都
市
計
画
道
路
を
白
紙
に
し
た
民
意

に
ぎ
わ
い
創
出
は
景
観
整
備
だ
け
で
は
無
理

↑首藤市長に「竹田市の総合戦略」について聞く工藤建設課長補佐
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に
は
審
査
を
受
け
て
最
高
3
分
の
2
の
補
助

金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
下
本
町
地
区

は
重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
て
、
対
象
地
区
全

体
の
75
％
の
修
景
事
業
が
完
成
し
た
の
で
、

さ
ら
に
6
分
の
1
を
市
の
単
独
補
助
金
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
長　

今
回
、
下
本
町
地
区
は
そ
の
こ
と
に

該
当
し
ま
す
か
ら
市
か
ら
３
千
万
円
を
超
え

る
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
藤　

竹
田
市
と
し
て
も
大
き
な
投
資
で
す

か
ら
、
期
待
も
大
き
い
で
す
ね
。

市
長　

合
併
後
に
決
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
な

の
で
こ
の
ル
ー
ル
は
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
ど
う
し
た
ら
地
区

を
再
生
で
き
る
か
で
す
。
景
観
が
整
っ
た
か

ら
観
光
客
や
市
民
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

工
藤　

個
店
の
魅
力
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

市
長　

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
実
は
、
下
本

町
通
り
と
本
町
通
り
の
角
に
あ
る
「
矢
野
眼

鏡
店
」
さ
ん
と
、
そ
の
対
面
に
新
し
く
で
き

た
「
リ
カ
ド
」（Osteria e Bar RecaD

）
と

い
う
洋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
が
素
晴
ら
し
い
景
観

で
お
目
見
え
し
た
で
し
ょ
。

工
藤　
「
矢
野
眼
鏡
店
」
さ
ん
も
い
い
雰
囲
気

で
す
し
、「
リ
カ
ド
」
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
桑
島

さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
す
ご
い
人

気
で
若
い
人
た
ち
で
い
つ
も
満
員
状
態
で
す
。

市
長　

お
手
本
で
す
よ
ね
。
若
い
人
た
ち
の

挑
戦
は
見
て
い
て
気
持
ち
い
い
。
や
は
り
竹

田
市
出
身
の
氏
田
さ
ん
が
経
営
す
る
お
店
も

予
約
が
取
り
に
く
い
ほ
ど
で
、
昨
年
行
わ
れ

た
居
酒
屋
甲
子
園
で
日
本
一
に
輝
い
た
ほ
ど

で
す
。
一
方
で
、
有
形
登
録
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
商
家
の
吉
川
屋
で
は
、
保
存
改
修
と

併
せ
て
若
手
染
色
家
で
あ
る
辻
岡
さ
ん
が
工

房
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
い
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
藤　

つ
ま
り
大
切
な
の
は
人
で
あ
り
、
商

売
の
や
り
方
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

市
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
も

人
生
も
ビ
ジ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。
あ
の
都
市

計
画
道
路
も
白
紙
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
下
本

町
地
区
は
重
点
地
区
と
し
て
の
改
革
が
実
現

し
た
の
で
す
か
ら
。
あ
と
は
、
ど
ん
な
人
が

活
躍
す
る
か
、
ど
ん
な
手
法
で
商
い
を
成
功

さ
せ
る
か
で
し
ょ
う
。
に
ぎ
わ
い
を
創
る
の

は
景
観
だ
け
で
な
く
、
人
で
あ
り
、
手
法
な

ん
で
す
か
ら
。

工
藤　

外
国
人
観
光
客
の
姿
も
城
下
町
で
目

に
つ
き
始
め
ま
し
た
が
。

市
長　

そ
う
、
城
下
町
や
岡
城
が
持
っ
て
い

る
本
物
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
外
国
人
の
お
客
様

の
心
に
も
必
ず
響
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自

分
た
ち
の
街
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
自
信
を

持
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
ね
。

工
藤　

と
こ
ろ
で
、
も
う
ひ
と
つ
。
竹
田
市

は
環
境
省
か
ら
新
国
民
保
養
温
泉
地
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

市
長　
こ
れ
も
全
国
で
8
箇
所
し
か
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
。
以
前
の
認
定
は
長
湯
温
泉
だ
け

だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
竹
田
市
全
地
域

を
対
象
に
し
て
の
認
定
で
す
か
ら
価
値
が
あ

り
ま
す
。
全
国
で
初
め
て
導
入
し
た
温
泉
療

養
保
健
制
度
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

工
藤　

長
湯
ダ
ム
湖
の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
ケ

ー
ブ
ル
パ
ー
ク
や
岡
城
跡
の
便
益
施
設
の
建

設
、
そ
し
て
大
船
山
の
観
光
登
山
バ
ス
の
運

行
な
ど
が
滞
在
の
魅
力
を
増
大
さ
せ
ま
す
ね
。

市
長　

と
に
か
く
私
は
合
併
後
の
竹
田
市
は

全
国
・
世
界
に
通
用
す
る
力
を
も
っ
て
い
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
そ
れ
を

ど
う
掘
り
起
し
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
か
と

い
う
点
で
す
。
地
方
創
生
が
唱
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
今
こ
そ
行
政
の
政
策
力
が
問
わ
れ

て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん
が

主
人
公
に
な
る
こ
と
で
す
。
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
挑
戦
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

工
藤　

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
が
求
め
ら

れ
ま
す
ね
。
私
た
ち
職
員
も
頑
張
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

↑「国民保養温泉地」の指定式。「竹田温泉群」（竹田市） 
　に指定状が授与されました（５.21・環境省副大臣室）

↑「竹田地区都市再生整備計画」が、第10回まち交
　大賞「まちづくりシナリオ賞」受賞（下本町通り）

■

政
策
の
力
が
全
国
区
へ
と
導
い
て
い
く

地
方
創
生
で
竹
田
市
の
底
力
を
発
揮
す
る

「ＴＯＰ」とは、 Ｔは竹田市の、そして挑戦(トライ)の頭文字。Ｏはオリジナル、オンリーワン、 Ｐはプロジェクト。竹田市ならでは
の地域力、人間力、行政力をフルに発揮していこうとする運動体をＴＯＰ運動と名づけ、様々な政策の展開に取り組んでいます。

↑望月義夫環境大臣に「温泉療養保健制度」
　 の概要を説明し、「温泉資源を健康や観光
　 に広く活用すべき」という意見で一致



広報たけた 平成 27 年7 月号 10

平成27年　８月から「介護 保険制度」が変わります

●高額介護サービス費の一部の上限が新しくなります
　介護保険では、1 か月ごとの利用者負担が限度額を超えたとき、申請により、その超えた額を高額介護サー
ビス費として払い戻しをうけることができます。

　平成 27 年８月からは、高額介護サービス費の利用者負担段階区分（所得などに応じた区分）に
「現役並み所得者」が新設され、上限額が月額 37,200 円から月額 44,400 円に引き上げられます。

　現役並み所得者とは？
　同一世帯内に課税所得 145 万円以上の 65 歳以上の方がいる場合対象になります。

平成 27 年 7 月まで（1 か月の上限額）

　　　　　　　　　　　
　  平成 27 年 8 月から（1 か月の上限額）

●一定以上所得のある方は利用者負担が２割になります
　65 歳以上で一定以上の所得がある方は、介護サービスを利用するときの利用者負担が１割から２割になり
　ます。

　一定以上所得者とは？
　　本人の合計所得金額（収入から公的年金等控除などを差し引いた所得金額）が 160 万円以上で、年金収
　入とその他の合計所得金額の合計が単身で 280 万円以上、　65 歳以上の方が２人以上いる世帯で 346 万円
　以上の方

※この改正に伴い、要介護・要支援認定を受け
　ている方に、介護保険負担割合証を７月中に
　発送します。負担割合証には、サービスを利
　用したときに支払う利用者負担の割合（１割
　または２割）が記載されています。

一般　37,200 円（世帯）
現役並み所得相当

　44,400 円

一般　37,200 円

据え置きとなります

・住民非課税世帯等　　　　　24,600 円（世帯）
・年金収入 80 万円以下等　　 15,000 円（個人）
・生活保護受給者等　　15,000 円（世帯・個人）

広報たけた 平成 27 年7 月号 10
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要介護認定をお持ちの方へ

平成27年　８月から「介護 保険制度」が変わります
●低所得の人の施設サービスの食費・居住費の給付要件が変わります
負担限度額 ( １日あたり )

利用者負担段階
住居費等の負担限度額 食　費　の

負担限度額ユニット型個室 ユニット型準個室 従来型個室 多 床 室

第1段階 本人および世帯全員が住民税非課税で、老齢
福祉年金の受給者、生活保護の受給者 820 円　 490 円　 490 円

（320 円） 　0 円 300 円

第2段階 本人および世帯全員が住民税非課税で、合計
所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 820 円　 490 円　 490 円

（320 円） 370 円 390 円

第3段階 本人および世帯全員が住民税非課税で、利用
者負担段階第 2 段階以外の人 1,310 円　 1,310 円　 1,310 円

（820 円） 370 円 650 円

上記に該当しても、下記①②のいずれかに該当する場合は食費・居住費の減額対象にはなりません。
　①住民税非課税世帯でも世帯分離している配偶者が住民税課税である場合
　②住民税非課税世帯のうち（世帯分離している配偶者も住民税非課税）で、預貯金等が一定額（単身 1,000 万円、
　夫婦 2,000 万円）を超える場合
※被保険者本人と配偶者の預貯金を証明する書類を提出していただきます。
　また、場合によっては市の担当者から銀行に残高照会を行うことがあります。虚偽の申告により不正に減額
　を受けた場合は加算金を返還していただく場合がありますのでご注意ください。

介護保険に関するお問い合わせは
●介護保険に関すること
　竹田市高齢者福祉課　介護保険係　☎63-1111（内線131・132）　FAX：64-0133
●高齢者の悩み・相談ごと等に関すること
　地域包括支援センター（愛称：長寿支援センターつるかめ）　☎ 64-0310（直通）FAX：64-0320　
　 （両事務所とも竹田市総合社会福祉センター内）

●多床室の部屋代の負担が変わります
　特別養護老人ホームの多床室に入所する方（ショートステイ利用者含む）のうち、市民税課税世帯の方につ
いては【室料相当の額】を負担していただくことになります。

●食費、居住費の負担減額を受けていない方が対象となります 
※世帯全員が市民税を課税されていない方で、食費・居住費の負担軽減を受ける方
　の多床室代は変わりません。

※具体的な部屋代については、施設と入所の方などの契約事項となりますので、
　個別に各施設にお問い合わせください。

2015年7 月発行11
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竹
田
市
で
は
、
温
泉
を
核
と
し
た

温
泉
療
養
保
健
制
度
と
、
竹
田
市
が

持
っ
て
い
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
融
合
し
て
、
現
代
版

湯
治
と
し
て
、「
竹
田
式
湯
治
」
を

推
奨
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
今
年
５
月
１
日
に
、
竹
田

市
全
地
域
が
国
民
保
養
温
泉
地
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
個
性
溢
れ
る
温
泉

を
は
じ
め
、
壮
大
な
久
住
高
原
、
そ

の
大
地
が
生
み
出
す
新
鮮
な
農
産

物
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
歴
史

文
化
な
ど
を
活
用
し
、
竹
田
市
な
ら

で
は
の
体
験
を
通
し
て
、
心
と
身
体

を
元
気
に
す
る
「
え
き
す
ぱ
」
を
７

月
か
ら
11
月
末
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　
「
え
き
す
ぱ
」
と
は
、
博
覧
会
の

意
味
を
も
つ
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
と
、
温

泉
を
意
味
す
る
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
」
の
造
語

で
、
極
上
の
温
泉
泉
質
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
「
生

ま
れ
か
わ
れ
、
私
。」
を
テ
ー
マ
に

行
い
ま
す
。

　

こ
の
「
え
き
す
ぱ
」
は
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
や
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
日
々
情
報
発
信

し
な
が
ら
、
進
化
す
る
博
覧
会
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
商
工
観
光

課　
☎
63-

４
８
０
７

竹
田
式
湯
治
博
覧
会

え
き
す
ぱ 

開
幕
‼

７月 11 日㈯～ 11 月 30 日㈪
　　　　http://www.exspa.jp　「えきすぱ」で検索

観　光

駅を降りて、スグに岡城へ！

　　　岡城跡行き
　　　　城下町周遊バス運行開始！
　DC（デスティネーションキャンペーン）期間に
伴い、豊後竹田駅から竹田城下町を経由し、岡城駐
車場までを周遊するバスを７月４日から９月末まで

（土・日・祝日限定）運行します。
　バス停留所は「豊後竹田駅」「歴史資料館前」「廣
瀬神社下」「岡城駐車場」の４か所。利用料金はワ
ンデー 500 円（小学生以上・小学生未満無料）です。
お客様を乗せて、竹田の魅力へと誘う周遊バスが走
る週末。市民の皆様、「おもてなしの心」でお迎え
しましょう！

7/4㈯

岡城跡行き城下町周遊バス時刻表
往　　路 復　　路

豊後竹田駅発 岡城駐車場着 岡城駐車場発 豊後竹田駅着

①　 9：30 　　 9：40 ① 　10：10 　　10：20

② 　10：30 　　10：40 ② 　11：10 　　11：20

③ 　11：30 　　11：40 ③ 　12：10 　　12：20

④ 　12：30 　　12：40 ④ 　13：10 　　13：20

⑤ 　13：30 　　13：40 ⑤ 　14：10 　　14：20

⑥ 　14：30 　　14：40 ⑥ 　15：10 　　15：20

⑦ 　15：30 　　15：40 ⑦ 　16：10 　　16：20

⑧ 　16：30 　　16：40 ⑧ 　17：10 　　17：20

●お問い合せ
　竹田市観光ツーリズム協会 ☎ 63-0585

廣　瀬
神社下

歴史資
料館前

岡　城
駐車場

古
町
通
り

本町通り

武家屋敷通り

豊　後
竹田駅
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大船山山頂・入山公廟まで、速く行ける「くじゅう連山南側ルート」が完成　　　

絶
ぜ っ け い

景が呼
よ

んでいる

大船山山頂からの眺望

全
国
の
登
山
愛
好
家
か

ら
予
約
が
相
次
ぐ
！

　

牧
場
道
を
利
用
し
て
登
山
バ
ス
を
走

ら
せ
、
初
心
者
で
も
く
じ
ゅ
う
連
山
を

気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、 

６
月
１
日
、「
大
船
山
・
入

山
公
廟
」
登
山
ル
ー
ト
の
登
山
バ
ス
運

行
開
始
式
が
発
着
点
と
な
る
「
久
住
高

原
パ
ル
ク
ラ
ブ
」 （
久
住
町
有
氏
）
駐
車

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
全
国
に
誇
れ
る
観

光
登
山
ル
ー
ト
に
育
つ
よ
う
に
多
く
の

み
な
さ
ん
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。
登
山
者
を
乗
せ
た

バ
ス
は
パ
ル
ク
ラ
ブ
を
出
発
し
、
板
切

牧
場
道
を
抜
け
、
登
山
口
の
あ
る
池
窪

に
約
20
分
で
到
着
。
そ
こ
か
ら
標
高

１
４
０
０
㍍
付
近
に
あ
る
「
中
川
久
清

公
の
墓
所
（
入
山
公
廟
）」
ま
で
約
40 

分
、
さ
ら
に
標
高
１
７
８
６・２
㍍
の
大

船
山
山
頂
ま
で
約
１
時
間
で
登
頂
し
ま

し
た
。

　

埼
玉
県
か
ら
お
越
し
の
伊
田
健
司
・

せ
つ
子
さ
ん
ご
夫
妻
は
「
ち
ょ
う
ど
い

い
時
間
で
、
頂
上
に
着
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
便
利
で
す
ね
。
帰
っ

て
ぜ
ひ
仲
間
た
ち
に
知
ら
せ
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
乗
車
料
金
は
無
料
（
駐
車
場
は

有
料
）
で
す
が
、
事
前
予
約
が
３
日
前

ま
で
に
必
要
。
運
行
期
間
は
６
月
１
日

か
ら
11 

月
末
迄
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、　

久
住
高
原
案

内
所
・
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー　

☎
０
９
７
４-

76-

２
６
６
６

ま
で
。

↑登山者を魅了する
　美しい緑の森林

地元のみなさんの手
で、歩きやすく整備
された山道　　　→

↑関係者全員でテープカット

←窓の外に広がる「久住高原」。
　期待が高まる！

お気をつけて～！

日本一高いところに眠る殿様
「入山公廟」についに到着！

2015年7 月発行13
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

平
成
27
年
５
月
ま
で
の
各
月
に
お
い

て
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
の
監

査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
つ
い
て
は
事
前
に
精

査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び

そ
の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行

い
、
処
理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な

箇
所
は
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

■
人
権
・
同
和
対
策
室

　
「
竹
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
実
施

計
画
」
に
沿
っ
た
諸
施
策
を
講
じ
て
、

「
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
要
望
す
る
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
償
還
金
の
収
納

対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
図
書
館

　

新
図
書
館
が
め
ざ
す
３
つ
の
基
本

理
念

①
竹
田
の
市
民
の
毎
日
の
暮
ら
し
と

　

学
び
に
役
立
つ
図
書
館

②
竹
田
の
新
し
い
時
代
を
つ
く
る
情

　

報
の
窓
と
な
る
図
書
館

③
市
民
が
出
会
い
竹
田
の
文
化
を
つ

　

く
り
だ
す
広
場
図
書
館

の
も
と
、
開
館
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
明
確
と
な
っ
た
。
新
図
書
館
の

果
た
す
役
割
に
向
け
て
一
層
の
努
力

を
要
望
す
る
。

　

竹
田
の
誇
り
岡
城
。
そ
の
岡
城
を
藩

庁
と
し
て
い
た
岡
藩
は
約
七
万
石
で
、

豊
後
国
内
に
あ
っ
た
藩
の
中
で
は
最
大
の

石
高
で
あ
り
、
領
地
は
直
入
郡
を
は
じ

め
大
野
郡
・
大
分
郡
の
一
部
ま
で
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
１
８
１
１
（
文
化
８
）

年
11
月
、
そ
の
岡
藩
の
西
部
の
四
原

（
柏
原･

葎
原･

恵
良
原･

菅
生
原
）

で
２
千
～
４
千
人
の
地
元
の
お
百

姓
さ
ん
が
年
貢
の
軽
減
、
農
産
物
の

専
売
制
度
や
苛
酷
な
夜
な
べ
強
要

の
廃
止
等
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
た

の
が
、
有
名
な
四
原
一
揆
で
す
。
こ

れ
に
触
発
さ
れ
12
月
の
井
田
郷
（
朝

地･

大
野
）緒
方
郷（
緒
方･

清
川
）

朽
網
郷
（
久
住･

直
入
）
参
加
に

よ
る
一
揆
、
翌
年
２
月
に
は
再
度
井

田
郷
等
で
一
揆
が
起
こ
って
い
ま
す
。

　
こ
の
２
月
の一
揆
で
、一
揆
の
拡
大

を
避
け
る
為
、
藩
は
武
力
で
鎮
圧

を
し
、
首
謀
者
の
４
人
は
う
ち
首
獄
門
、

２
名
は
永
牢
（
終
身
刑
）
の
厳
し
い
処

罰
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
身
分
落
し

が
行
わ
れ｢

井
田
郷
百
姓
（
嘉
兵
衛･

林
右
衛
門･

政
右
衛
門･

嘉
一
郎･

長

吉
）　

緒
方
郷
百
姓
（
泰
蔵
）　

倉
木
郷

百
姓（
助
六･

忠
吉
）　

入
田
郷
百
姓（
滝

次
郎
）
朽
網
郷
百
姓
（
栄
右
衛
門･

千

代
吉･

馬
吉
）｣

が
被
差
別
部
落
生
活

を
送
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
１
８
３
１
（
天
保
２
）
年

は
三
宅
組
百
姓
の
良
輔
が
岡
藩
主

の
鳥
屋
場
で
狩
猟
を
行
っ
た
為
、
同

じ
よ
う
に
身
分
落
し
の
刑
と
な
り
、

刑
期
を
終
え
た
後
、
元
の
三
宅
組

に
戻
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
１
７
７
９
（
安
永
８
）
年

に
岡
藩
に
出
さ
れ
た｢

御
中
法
度
」

に
よ
る
も
の
で
、
罪
の
重
さ
に
よ

り｢

10
年｣

｢

７
年｣

｢

５
年｣

の

間
、
身
分
を
落
し
、
被
差
別
部
落

で
生
活
さ
せ
、真
面
目
（
藩
に
従
順
）

で
あ
れ
ば
百
姓
身
分
に
戻
し
、
元

の
村
の
生
活
を
許
す
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当

時
は
民
衆
へ｢

被
差
別
部
落
は
一
般
社

会
の
外
で
あ
り
、
見
せ
し
め
の
場
所
で

あ
る｣

と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
、
差
別
を
助
長
し
て
い
ま
す
。
封

建
時
代
の
幕
府
の
政
策
と
は
い
え
我
岡

藩
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
は
驚
き
で
す
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
は
し
っ
か
り
、
事

実
を
と
ら
え
て
い
く
事
が
大
切
で
す
ね
。

（「
大
分
県
部
落
解
放
小
史
」
よ
り
）

問
竹
田
市
人
権
同
和
対
策
課

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線 

２
９
０
）

監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

佐
伯
次
人

森
　

哲
秀

岡城を守るために
　６月８日、市民を対象にした「岡城跡景観整備についての現
地視察会」を開催しました。
　樹木の石垣に与える影響や状態を説明するとともに、実際に
現状を観察していただきました。ご参加いただいた方々から多
くのご意見をいただき、「石垣を保護するうえでの樹木の伐採の
必要性」「桜やもみじ等、定着している岡城の石垣景観も大切に
した景観形成を目指すこと」等について、一定のご理解をいた
だきました。
　市では、議会をはじめ、多くの市民団体及び市民の皆様から「岡
城の石垣がよく見えるように」とのご意見をいただいています。
　岡城跡調査整備委員会から石
垣保護の視点で伐採の必要性に
合意をいただいていること等を
受けて、今後も市民の皆様と情
報共有を行いながら、素晴らし
い石垣景観の雄大な岡城を守る
ため、伐採・植栽等も含めた計
画的な管理・修景作業を行っていきます。
●お問い合せ　竹田市教育委員会文化財課　☎ 63-4818

国指定史跡岡城跡 が
　旅行者によって選ばれる、2015年の
　Certicate of Excellence
　（エクセレンス認証）を受賞しました！
　「トリップアドバイザー社」が優れたホスピタリティを持つホテルや観光
施設等に認証する栄誉あるアワードです。同社はホテル等の旅行に関する口
コミ・価格比較を中心とするウェブサイトを運営し、世界 45 か国・28 言語
でサービスを展開。掲載口コミ情報数は２億件を突破。本拠地はアメリカ合
衆国マサチューセッツ州にあります。
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防　災

   

あ
の
７
・
12
の
「
竹
田
市
豪
雨
災
害
」
を
教
訓
に
！

大
雨
や
集
中
豪
雨
に
備
え
て

　

大
雨
や
台
風
に
よ
る
風
水
害
や

土
砂
災
害
等
が
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
突
然
の
集
中
豪
雨
や
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
見
舞
わ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
品
の
備
え
を

　

緊
急
避
難
時
に
携
行
す
る
「
非

常
持
出
品
（
水
・
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ

オ
な
ど
）」
と
、
災
害
後
の
生
活
を

支
え
る「
非
常
備
蓄
品（
非
常
食
品・

生
活
用
品
・
応
急
薬
品
な
ど
）」
を

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の
持
ち
や
す
い
状
態

で
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
を
守
る
想
定
訓
練
を

　

市
内
で
土
砂
災
害
や
水
害
な
ど

が
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
や
、

避
難
所
の
位
置
を
表
示
し
た
「
防
災

マ
ッ
プ
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
自

宅
周
辺
の
危
険
箇
所
や
、
自
宅
か
ら

避
難
所
ま
で
の
安
全
な
避
難
経
路
を

日
頃
か
ら
確
認
す
る
と
と
も
に
、
想

定
訓
練
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
た
ら
速
や
か
に
避
難
を

　

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
災
害
が
起
こ

り
そ
う
な
状
況
に
気
が
つ
い
た
り
、

身
に
危
険
を
感
じ
た
時
は
、
早
め
に

自
主
的
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避

難
さ
れ
た
場
合
は
市
役
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

避
難
す
る
と
き
は
、
近
所
の
幼
児

や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
避
難

行
動
要
支
援
者
に
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

「
２
号
工
事
用
道
路 

集
団
調
印
式
」

　
２
月
13
日
、
２
号
工
事
用
道
路
の
用
地

説
明
会
及
び
賃
貸
借
契
約
の
調
印
式
が

志
土
知
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ム
に
通
じ
る
本
道
路
は
、
市
道
志
土

知
久
保
線
の
入
り
口
か
ら
工
事
を
進
め
て

お
り
、
起
点
か
ら
ダ
ム
建
設
予
定
地
ま
で

約
６
７
０
㍍
の
間
を
施
工
中
で
す
。（
写

真
③
）

「
転
流
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
地
見
学
会
」

　

転
流
ト
ン
ネ
ル
工
事
（
玉
来
ダ
ム
本
体

工
事
に
向
け
て
、
川
の
水
を
迂
回
さ
せ
る

た
め
の
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
を
作
る
工
事
）

は
、
１
月
中
旬
か
ら
本
格
的
な
掘
削
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
19
日
、
周
辺
４
自
治
会
を
対
象

に
開
か
れ
た
現
地
見
学
会
。
地
元
住
民

の
皆
さ
ん
は
工
事
進
捗
状
況
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

掘
削
工
事
は
、
延
長
約
２
８
８
㍍
の

う
ち
２
４
０
㍍
ま
で
進
ん
で
お
り
（
平
成

27
年
６
月
23
日
現
在
）、
掘
削
完
了
（
貫

通
）
は
平
成
27

年
７
月
末
の
予

定
。
工
事
の
完

成
は
平
成
28
年

３
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
写
真
①
）

「7.12 竹田市防災の日」シンポジウム

大分の防災を考える in 竹田
日　時　７月 12 日㈰　13：00 ～ 15:30
場　所　竹田市総合社会福祉センター（市本庁舎隣）
参加料　無　料（定員 200 名）
内　容　・ 特別講演「まさかに備える～竹田の大
　　　　　雨・地震」  講師／気象予報士・大分県
　　　　　防災アドバイザー　花宮廣務氏
　　　　・パネルディスカッション「地域におけ
　　　　　る防災・減災力の向上を目指して」
　　　　　〔コーディネーター〕
　　　　　井上正文氏（大分大学工学部教授）
　　　　　〔パネリスト〕工藤宗治氏（大分工業高
　　　　　等専門学校都市・環境工業科准教授）／
　　　　　髙見大介氏（日本文理大学 工学部建築
　　　　　学科助教）／小山拓志氏（大分大学教
　　　　　育福祉科学部准教授）  

●お問い合せ
　大分大学社会連携推進課　☎ 097-554-8533
　竹田市総務課　☎ 0974-63-4800

↑
６
月
２
日
に
行
わ
れ
た
「
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
」

　
で
は
、
災
害
危
険
予
想
地
域
の
状
況
調
査
及
び
、

　
警
戒
避
難
体
制
を
確
認
市
の
ほ
か
警
察
や
自
衛

　
隊
な
ど
７
機
関
関
係
者
22
名
が
参
加
。

市
民
の
皆
様
に
、
現
在
の
「
玉
来
ダ
ム
」
の
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

玉
来
ダ
ム
の
進
捗
状
況

③ 2 号工事用道路

②1号工事（兼管理）用道路
①転流トンネル

写真①　トンネル延長Ｌ
＝ 288㍍、直径Ｄ＝ 4.9
㍍の馬てい形です。

写真②　1 号工事（兼管
理）用道路工事は、市道
川床上畑線の入口から工
事 を 進 め て い ま す。 起
点から約 150㍍の工事が
完了しており、現在は約
150㍍地点から約 230㍍
の間を施工しています。
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6 月議会　一般会計補正予算

  
６
月
補
正
予
算
が
可
決

市
民
の
力
を
今
こ
そ
結
集

　

竹
田
市
議
会
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
と
も
に

２
億
６
、５
７
４
万
５
千
円
の
増
額
が
可
決
さ
れ
た
本
年
度
の
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）。

　
自
治
体
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
「
地
方
創
生
」
前
夜
と
な
る
今

回
の
補
正
予
算
は
、一
般
職
の
人
件
費
の
削
減
（
９
、４
２
５
万
３

千
円
相
当
）
と
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　
予
算
措
置
さ
れ
た
政
策
や
事
業
の
中
で
、
主
な
も
の
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

　
（
第
１
号
） 

●
農
村
回
帰
の
推
進 

◇
農
村
回
帰
支
援
事
業 

　

移
住
・
定
住
に
関
す
る
推
進
体
制

整
備
支
援 

　
【
そ
の
他
10
／
10
】 

　
（
４
４
１
万
円
） 

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を

活
用
し
、
定
住
に
向
け
た
相
談
窓
口

と
し
て
の
機
能
や
経
済
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
機
能
を
有
し
た
施
設
を

城
下
町
に
整
備
し
ま
す
。

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

　
【
そ
の
他
：
ソ
フ
ト
10
／
10
、
ハ

　

ー
ド
3
／
5
】

　

城
下
町
を
彩
る
武
者
行
列
用
の
備

品
を
購
入
す
る
費
用
と
、
添
ケ
津
留

自
治
会
の
集
会
所
の
建
設
費
用
を
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持･

強
化
を
図
り
ま
す
。 

●
福
祉
施
策
の
充
実 

◇
福
祉
健
康
エ
リ
ア
の
施
設
設
備
の

改
修 

　
（
８
２
５
万
３
千
円
） 

　

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
市

の
福
祉
振
興
基
金
を
活
用
し
て
、
管

理
棟
、
屋
外
便
所
棟
、
車
庫
、
作
業

棟
の
屋
根
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
健
康
増
進

◇
宿
泊
型
新
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
【
国
10
／
10
】 

　
（
３
０
６
万
２
千
円
） 

　

糖
尿
病
予
備
等
の
対
象
者
に
宿
泊

型
新
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
効
果
検
証
を
行
う
事
業
を
、
全
国

7
自
治
体
16
民
間
団
体
の
一
つ
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

●
農
業
支
援 

◇
火
山
活
動
降
灰
対
策
（
補
助
）

　
【
県
65
％
、
市
10
％
、
地
元
25
％
】 

　
（
９
、９
６
１
万
１
千
円
） 

　

阿
蘇
山
噴
火
に
係
る
国
の
火
山
活

動
降
灰
対
策
事
業
を
活
用
し
、
ト
マ

ト
学
校
三
期
生
の
ハ
ウ
ス
の
対
策
を

推
進
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
り

大
分
県
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事

業
で
の
予
算
５
，
７
６
７
万
2
千
円

は
減
額
し
て
い
ま
す
。

◇
火
山
活
動
降
灰
対
策
（
単
独
）

　
（
３
５
０
万
円
） 

　

降
灰
に
強
い
品
目
へ
の
転
換
、
露

地
か
ら
施
設
園
芸
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
、
ハ
ウ
ス
の
購
入
に
対
し
て
１

／
２
の
額
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し

ま
す
。

◇
柑
橘
選
果
場
の
再
整
備 

　
（
４
６
２
万
４
千
円
） 

　

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
カ
ボ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
柑
橘

類
の
広
域
共
販
体
制
づ
く
り
と
、
県

内
選
果
場
の
老
朽
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
お

お
い
た
柑
橘
選
果
場
再
整
備
を
図
り

ま
す
。 

●
観
光
振
興 

◇
国
民
保
養
温
泉
地
認
定
周
知
看
板

設
置 

　
（
１
５
０
万
円
） 

　

環
境
省
か
ら
本
年
５
月
に
市
内
全

地
域
が
竹
田
温
泉
群
（
長
湯
温
泉
、

久
住
高
原
温
泉
郷
、
竹
田
・
荻
温
泉
）

と
し
て
指
定
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
市
内
外
に
周
知
用
の
看
板
を
設

置
し
ま
す
。

◇
温
泉
施
設
の
改
修･

更
新

　
（
８
７
５
万
４
千
円
） 

　

花
水
月
の
中
庭
等
の
改
修
、
荻
の

里
温
泉
の
給
水
・
給
湯
加
圧
ポ
ン
プ

ユ
ニ
ッ
ト
の
更
新
に
よ
り
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
を
図

り
ま
す
。

●
生
活
基
盤
整
備 

◇
街
な
み
環
境
整
備

　
（
３
、３
５
６
万
６
千
円
） 

　

下
本
町
重
点
地
区
が
重
点
地
区
と

し
て
修
景
事
業
が
完
了
し
た
た
め
、

一
般
的
な
協
定
締
結
地
区
（
2
／
3

補
助
）
と
の
差
額
（
1
／
6
補
助
）

補
助
金
を
追
加
交
付
し
ま
す
。

◇
中
心
市
街
地
交
通
実
態
調
査

　
（
６
０
０
万
円
） 

　

竹
田
市
中
心
市
街
地
の
交
通
実
態

調
査
を
委
託
し
結
果
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
都
市
計
画
や
市

民
生
活
の
方
向
性
を
探
り
ま
す
。

◇
市
道
の
整
備 

　
（
５
０
０
万
円
） 

　

加
良
登
今
村
線
の
工
事
の
た
め
の

調
査
測
量
を
委
託
し
ま
す
。

その他の主な一般会計補正予算
■一般会計補正額　　　　　　　　　　　　2 億 6,574 万 5 千円
　◎補正予算の内容
　　○旧第二庁舎解体関連 　　　　　 　　　　 5,365 万 9 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　（損害共済 1,419 万円充当）
　　○直入荘解体工事請負費繰出金　　　　　 　　 8,500 万円
　　○旧久住水稲試験地用地購入 　　　　　　　925 万 8 千円
　　○幹線林道　竹田市賦課金繰上償還　 　　　　2,217 万円
　　○農地耕作条件改善事業（団体営）　 　　　　 1,100 万円
■補正後の予算総額 　　　　　　　　　 187 億 5,574 万 5 千円
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1
・ 陽目の里「名水茶屋」休
業日

・ 竹田市畜産共進会地域
予選 【白丹地区選抜会 】
7：30～受付／9：00～開会
式（久住家畜総合センター

〔竹田市畜産センター前〕）
 ・岡城跡登城バス運行開
始式典9：30～（岡城跡駐
車場）
20％プレミアム付商品券販
売開始!! ※売り切れ次第終了

2
・竹田温泉「花水月」休館
日

 ・【歴史資料館】テーマ展
示『竹歴で「滝」めぐり』
６／19㈮～8／2㈰

3
・よりそいカフェ竹田
13：30-15：30（古町商栄
会）

・平成27年第７回竹田市
農業委員会総会　13:30
～（市本庁舎３階委員会
室）

4
・城下町周遊観光バス出
発式 10：00～（豊後竹田
駅）

・第18回久住高原の唄日
本一大会【予選】9：00～

（久住公民館くじゅうサ
ンホール ）問久住高原の
唄日本一大会実行委員会
☎0974-76-1610

・第65回「社会を明るく
する運動」竹田市民大会 
9：30～受付／10：00開会

（竹田市総合社会福祉セ
ンター）

5
・第18回久住高原の唄日
本一大会 【本選】9：15～

（久住公民館くじゅうサ
ンホール ）問久住高原の
唄日本一大会実行委員会 
☎0974-76-1610 

6
・荻の里温泉休館日

7
・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

・こころの健康相談
13：30-15：30 ※要予約
☎63-3346（直入支所）

8
・陽目の里「名水茶屋」休
業日 

・【水琴館】工藤敬一写真
展「米寿を迎え、徒然」
～7/20㈪まで

9
・竹田温泉「花水月」休館
日

・稲葉川草刈り・清掃活動
8：00～ ※2時間程度（竹
田温泉花水月駐車場）
主催・稲葉川を豊かでき
れいにする会 

・よりそいカフェ久住
13：00-15：00（くらサポ
りんどう）

・おはなしルーム
14：00-14：30（竹田幼稚
園）

10
・よりそいカフェ直入
13：00-15：00（くらサポ
ゆのはな）

11
・竹田市歩こう会【早朝
散策】広瀬神社前5：50
集合※1

・長湯温泉・久住高原周遊
観光ツアーバス出発式
10：00～（道の駅長湯温
泉）

12
・子牛市場開催日
9：30セリ開始（豊後豊肥
家畜市場）

・「7.12竹田市防災の日」
シンポジウム 大分の防
災を考える in 竹田
13：00-15：30 （竹田市総
合社会福祉センター多目
的ホール）

13 14
・竹田市畜産共進会地域
予選　【直入地域予選会】
7：30～受付／9：00～開
会式（直入畜産審査棟）

・竹田市戦没者追悼式
10：00～（竹田市総合社
会福祉センター）

・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

・よりそいカフェ荻
13：00-15：00（くらサポ
しらみず）

15
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・「御前湯」休館日
・年金相談 10：00-15：00（高
齢者いきいき交流センター）
☎097-552-1211

・大分県行政書士会無料相談
会 13：00-16：00（大分県行政
書士会〔大分市〕）

・４・10か月児健康診査
〔４か月〕13：15-13：30受付
〔10か月〕13：30-13：45受付
（総合社会福祉センター）
・ブックスタート14：00～　
(総合社会福祉センター）

16
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市畜産共進会地域
予選【竹田地域予選会】
8：30～受付／9：30～開会
式（豊後豊肥家畜市場）

・こころの健康相談
13：30-15：30 ※要予約

（☎63-3346）（荻福祉健康
エリア）

・おはなしルーム
14：00-14：30（南部幼稚
園）

17
・よりそいカフェ竹田
13：30-15：30（古町商栄
会）

18
・新しい地域支援のあり
方を考えるフォーラム in
竹田 13：00-16：30 ※入
場無料（竹田市総合社会
福祉センター）

・温泉療法医伊藤恭先生
による温泉講座
14：00～ ※入場無料（長
湯観光案内所２階）　問
商工観光課　☎63-4807

19
・第10回竹田市とうきび
フェスタ in 菅生　8：30-
15：00（道の駅すごう）

・第30回名水祭り・河川
プール開き　9：30～（中
島公園名水河川プール・
入田地区河宇田）

20　　　 海の日
・第18回夏休み図書館ま
つり13：00〜（竹田市総
合社会福祉センター）

・国民保養温泉地指定記
念公演「四代目　三遊亭
歌奴独演会」14：00～

（久住公民館くじゅうサ
ンホール）

21
・荻の里温泉休館日
・成牛市場開催日　9：30
セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）

・おはなしのへや
10：30-11：00（竹田市立
図書館えほんのへや）

22
・陽目の里「名水茶屋」休
業日　※夏休み中は営業
します

・【水琴館】早川和近作・
同好会展 ～8/12㈬まで

23
・竹田温泉「花水月」休館日
・交通事故相談所巡回相
談日（予約制）10：00-15：00
☎63-1171（豊肥振興局）

・よりそいカフェ久住
13：00-15：00（くらサポ
りんどう）

・３歳児健康診査13：00-
13：20受付（竹田市総合
社会福祉センター）

・こころの健康相談
※要予約（☎63-3346）
13：30-15：30（久住保健
センター）

24
・竹田市歩こう会【明治
石垣井路】
花水月前8：30集合※1

・よりそいカフェ直入
13：00-15：00（くらサポ
ゆのはな）

25
・第29回久住高原クロス
カントリー大会
8：00～受付開始 ／ 8：20
～開会式／12：30終了予
定（久住町南登山口「日
本一のマラソン練習コー
ス」）

・法律無料相談会
13：00-16：00（ 竹田市公
民館竹田分館1階和室）
主催／大分県司法書士会
豊肥支部※予約不要

26
・第35回日本一炭酸泉ま
つり 8：30～ ※エノハ
つかみ取り、ニーボード
無料体験、ゲートボール
大会ほか（ガニ湯周辺、
長湯ダム湖他）

・郷土の植物に親しみ植
物を観察する会〔夏の男
池周辺観察〕市役所前8：
00集合※2

・大分県土地家屋調査士
会主催「無料相談所」
9：30-16：00（竹田市公民
館竹田分館）〔豊肥支部〕
☎090-3321-5439

27
・第35回日本一炭酸泉ま
つり8：00～（ゲートボー
ル大会のみ実施）
主催・日本一炭酸泉まつ
り実行委員会

・竹田市畜産共進会地域
予選【久住地域予選会】
7：30～受付／9：00～開会
式（久住家畜総合センタ
ー審査場）

28
・おはなしのへや
10：30-11：00（図書館）

・よりそいカフェ荻
13：00-15：00（くらサポ
しらみず）

・こころの健康相談
13：30-15：30 ※要予約
(☎63-3346）（竹田市総
合社会福祉センター）

29
・文化会館を考える市民
フォーラム（第2回市民
説明会）18：30～（竹田市
総合社会福祉センター）

・暮らしのサポーター養
成セミナー開校式 　
18：30-20：00 （竹田市高
齢者いきいき交流センタ
ー）

30
・竹田温泉「花水月」休館
日

31
【納期限】固定資産税〔２

期〕、国民健康保険税〔全
期・４期〕、介護保険料・
後期高齢者医療保険料

〔1期〕
・第10回チャリティーバ
ザー
10：00-14：00予定（竹田
市総合社会福祉センタ
ー）主催・チャリティー
バザー実行委員会

7月
竹田市のこよみ

日　　 SUN 月　　 MON 火　　 TUE 水　　 WED 木　　 THU 金　　　FRI 土　　 SAT

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

2015年（平成27年）

たけたん情報

 

月
間・そ
の
他

○夏の省エネキャンペーン　6/1㈪～9/30㈬ 
○「ダメ。ゼッタイ。」普及運動　6/20㈯～7/19㈰
○青少年の非行問題に取り組む全国強調月間
○「社会を明るくする運動」強調月間
○「愛の血液助け合い運動」月間
○河川愛護月間
○熱中症予防強化月間（環境省）
○「青い羽根募金」強調運動期間　7/1㈬～8/31㈪

■2015年8月上旬の予定
8月1日㈯・ドリームゲームス in 荻 16：00～（荻小学校運動場）
8月2日㈰・第11回市民球技大会　8：30～ （竹田市総合運動公
　　　　 園ほか）
8月7日㈮・第11回人権を守る市民の集い（講演会）演題「差別と
　　　　 戦争をなくすために」 13：30～　講師・劇団俳優座所
　　　　 属舞台女優　有馬理恵さん （久住公民館くじゅうサン
　　　　 ホール）
8月8日㈯・久住夏越祭り【前夜祭】15：30～子供山車、世渡太鼓 
　　　　（久住神社～久住市街地）
8月9日㈰・久住夏越祭り【御日】8：30～獅子、御神幸、御帰り、
　　　　 本山車 （久住神社～久住市街地）

7月行政相談委員による行政相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 ７月15日㈬ 10：00 ～ 12：00 竹田市社会福祉センター　相談室

荻 ７月15日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 ７月15日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 ７月15日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

 ８/1
子育てフェスタ by 夢

ゆめつと
苞

～夏休みの一日を親子・
友達　みんなで一緒に楽
しもう！～
日時　8月1日㈯  10：00～
　　　13：00
場所　竹田市総合社会福
　　　祉センター
内容　ステージイベント、
　　　展示、ゲーム等を
　　　無料でお楽しみい
　　　ただけます。
問南部こじかクラブ　☎
63-1104 ／竹田こねこク
ラブ　☎ 63-1186
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歴
史
資
料
館　

　
　
☎
63-

１
９
２
３

〔
開
館
時
間
〕午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕７
月
６
日
㈪
、13
日
㈪
、21

日
㈫
、27
日
㈪

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
小
中

生
１
０
０
円

※
共
通
券
、
団
体
料
金
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

テ
ー
マ
展
示
『
竹
歴
で
「
滝
」め

ぐ
り
』　
南
画
展
示
室
（
２
階
）

　
６
月
19
日
㈮
～
８
月
２
日
㈰

　
「
滝
」の
あ
る
豊
後
南
画
の
名
作
を

鑑
賞
し
、心
か
ら
「
涼
」を
感
じ
て
み

て
く
だ
さ
い
。５
月
末
に
豊
後
竹
田

駅
に
看
板
が
設
置
さ
れ
た
佐
久
間
竹

浦
の《
落
門
の
滝
四
季
真
景
図
屏
風
》

を
公
開
中
で
す
。

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

〔
開
館
時
間
〕午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕
７
月
１
日
㈬
～
６
日
㈪
、

13
日
㈪
、
21
日
㈫
、
27
日
㈪

〔
入
館
料
〕
無　

料

⃝

工
藤
敬
一
写
真
展
「
米
寿
を
迎
え
、

徒
然
」　
７
月
８
日
㈬
～
20
日
㈪

　

米
寿
を
迎
え
た
工
藤
敬
一さ
ん
（
玉

来
）
の
個
展
で
、
徒
然
に
撮
影
し
た

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

⃝

早
川
和
近
作
・同
好
会
展

　
７
月
22
日
㈬
～
８
月
12
日
㈬

　
一
水
会
会
員
の
画
家
早
川
和
さ
ん

（
殿
町
）
の
近
作
を
中
心
と
し
た
展

覧
会
で
、
油
絵
な
ど
計
30
点
を
展
示

し
ま
す
。

 

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

⃝

第
10
回
竹
田
市
と
う
き
び
フ

ェ
ス
タ
in
菅
生

日
時　
７
月
19
日
㈰ 

午
前
８
時
30

分
～
午
後
３
時　
※
少
雨
決
行

内
容　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
青
果
販
売
、

加
工
品
の
販
売
、
収
穫
体
験
、
久
住

く
た
み
太
鼓
演
舞
ほ
か

問
「
竹
田
市
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
in

菅
生
」
実
行
委
員
会

☎
65-

２
２
１
１

⃝

第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
竹
田
市
民
大
会

日
時　
７
月
４
日
㈯
午
前
９
時
30
分

受
付　

午
後
10
時
開
会

場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
容　
第
１
部
広
報
・
ビ
デ
オ
鑑
賞

／
第
２
部
・
大
会
行
事
／
第
３
部
・

中
学
生
、
高
校
生
の
意
見
発
表
会

問
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
竹
田

市
推
進
委
員
会
（
竹
田
保
護
司
会
）

☎
63-

１
８
７
２
（
後
藤
）

 

年　
金

離
婚
時
の
年
金
分
割
に
つ
い
て

離
婚
後
２
年
以
内
に
請
求
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
離
婚
分
割
」
は
、
離
婚
等
を
し

た
際
に
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
納

付
記
録
を
当
事
者
間
で
分
割
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
、
平
成
19
年
４

月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
合
意
分

割
制
度
」
と
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
実
施
さ
れ
た
「
３
号
分
割
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、「
離
婚
分
割
」

を
す
る
際
は
、
年
金
事
務
所
等
に
て

請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
が
、
こ
の

手
続
き
は
、
原
則
と
し
て
離
婚
後
２

年
を
過
ぎ
る
と
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
合
意
分
割
制
度
」
と
は 

…

お
２
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
婚
姻
期

間
中
の
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
納

付
記
録
（
標
準
報
酬
）
を
分
割
で
き

る
制
度
で
す
。
離
婚
当
事
者
は
、
分

割
す
る
こ
と
と
、そ
の
按
分
割
合（
※
）

に
つ
い
て
合
意
し
た
う
え
で
、
年
金

事
務
所
等
に
厚
生
年
金
保
険
の
分
割

請
求
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

請
求
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
条
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で

たけたん情報

平成27年度　地区巡回健診日程表
お住まいの地区の巡回健診日を確認しましょう

   月　日 曜日 地域・地区 場　　　　所
7月　1日 水 直入 直入山村交流センター
7月　2日 木 直入

直入公民館
7月　3日 金 直入
7月　4日 土 宮城 宮城台小学校
7月　9日 木

都野 都野公民館
7月10日 金
7月13日 月

久住 久住保健センター
7月14日 火
7月24日 金 城原 城原小学校
7月27日 月 豊岡

竹田市総合社会福祉
センター

7月28日 火 竹田・豊岡
7月29日 水 竹田
8月　3日 月

白丹 白丹公民館
8月　4日 火
8月　9日 日 直入 直入公民館

＊受付時間は 8：00 ～ 10：00
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す
。

● 
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
離

婚
、
ま
た
は
事
実
婚
関
係
を
解
消
し

て
い
る 

● 

お
２
人
の
合
意
や
裁
判
手
続
き

に
よ
り
年
金
分
割
の
割
合
を
定
め
て

い
る 

● 

請
求
期
限
（
原
則
と
し
て
離
婚

を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
）
を
経

過
し
て
い
な
い 

＊
分
割
手
続
き
前
に
当
事
者
の
一
方
が
亡

く
な
っ
た
場
合
は
、
死
亡
日
か
ら
１
か
月

以
内
に
限
り
分
割
請
求
が
認
め
ら
れ
ま
す
。 

＊
離
婚
調
停
等
に
よ
り
離
婚
等
を
し
た
日

の
翌
日
か
ら
２
年
経
過
し
た
場
合
、
調
停

等
が
確
定
し
た
日
の
翌
日
か
ら
１
か
月
以

内
に
限
り
分
割
請
求
が
認
め
ら
れ
ま
す
。 

※ 

按
分
割
合
と
は
、
離
婚
す
る
当

事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準
報
酬
総
額
の

合
計
額
の
う
ち
、
分
割
に
よ
っ
て
増

額
と
な
る
側
か
ら
見
た
、
分
割
後
の

割
合
で
す
。 

「
３
号
分
割
制
度
」
と
は 

…

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ

た
方
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
平
成
20

年
４
月
以
降
の
婚
姻
期
間
中
の
国
民

年
金
第
３
号
被
保
険
者
期
間
中
に

お
け
る
相
手
方
の
保
険
料
納
付
記
録

を
、
２
分
の
１
ず
つ
分
割
で
き
る
制

度
で
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所　
（
お
客
様
相

談
室
）　

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２

１
１

 

消
費
者
行
政

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

多
量
・
高
額
な
教
材
販
売
目
的

の
家
庭
教
師
派
遣

　

家
庭
教
師
の
電
話
勧
誘
が
あ
り
、

小
６
の
息
子
が
無
料
体
験
を
受
け
た
。

息
子
も
気
に
入
っ
た
の
で
、
頼
む
こ

と
に
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
教
材
の
話

が
出
て
「
購
入
し
な
い
と
家
庭
教
師

は
派
遣
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

中
学
３
年
間
分
ま
と
め
て
買
う
必
要

が
あ
り
、
約
50
万
円
と
高
額
だ
っ
た

が
、
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
他
の
教
材
は

要
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

購
入
し
た
。
派
遣
さ
れ
た
教
師
は
、

無
料
体
験
の
時
と
は
違
う
人
で
、
態

度
や
指
導
法
も
悪
か
っ
た
う
え
、
購

入
し
た
教
材
の
こ
と
も
知
ら
な
か
っ

た
。
解
約
・
返
品
を
申
し
出
る
と
、

高
額
な
教
材
の
解
約
料
が
提
示
さ
れ

た
、
と
い
う
よ
う
な
高
額
な
教
材
を

売
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
家
庭
教
師

派
遣
会
社
が
あ
り
ま
す
。
初
め
に
多

量
、
高
額
な
教
材
の
契
約
を
迫
る
よ

う
な
業
者
と
契
約
す
る
と
き
は
良
く

考
え
て
慎
重
に
契
約
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～

金　

平
日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

福　
祉

「
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者
理

解
促
進
事
業
」
作
品
募
集

 

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

テ
ー
マ　
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
心

の
輪‒

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ

う‒応
募
資
格　
小
学
生
以
上
（
特
別
支

援
学
校
の
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等

部
の
児
童
生
徒
を
含
む
）

内　

容　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
Ｂ
４
判
縦
書
）
使
用

　
「
小
学
生
部
門
」「
中
学
生
部
門
」

…
（
２
～
４
枚
程
度
）　
「
高
校
生
・

一
般
部
門
」
…
（
４
～
６
枚
程
度
）

 

障
害
者
週
間
ポ
ス
タ
ー

テ
ー
マ　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
誰
も
が
能
力
を
発
揮
し
て
安
全

に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現応
募
資
格　
小
・
中
学
生
（
特
別
支

援
学
校
の
小
学
部
、
中
学
部
の
児
童

生
徒
を
含
む
）

内　
容　
画
用
紙
の
Ｂ
３
判
ま
た
は

四
ツ
切
り
を
使
用
し
、
彩
色
、
画
材

は
自
由
（
縦
長
の
み
）

※
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
（
生
年
月
日
）、
性
別
、
職
業
ま

た
は
学
校
名
（
学
年
）、
電
話
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
障
が
い
の
有
無
・

程
度
、
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を

書
い
た
用
紙
を
作
品
に
添
付

募
集
期
間　
平
成
27
年
７
月
１
日
㈬

～
９
月
10
日
㈭

問・■申
大
分
県
障
害
福
祉
課　

計
画・

ス
ポ
ー
ツ
班

☎
０
９
７-

５
０
６-

２
７
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７-

５
０
６-

１
７
４
０

Taketa  Information

平成27年度 豊後大野市 病院企業職員採用試験のお知らせ
豊後大野市民病院では、平成28年４月１日採用予定の職員の募集を行います。募集要領は次のとおりです。
 専門職（第１回） ◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第16条に該当する人は受験できません】

職種 採用予定人数 年　齢 採用予定日 免　許 ・ 資　格

薬
剤
師

２　名
昭和51年4月
2日以降に生
まれた人

平成28年4月1日

※採用日については、
　有資格者の場合、　
　希望等確認し繰上
　げる可能性があり
　ます

薬剤師免許(国家試験免許)を有して
いる人　または平成28年3月31日ま
でに予定されている国家試験におい
て取得する見込みがある人

看
護
師

若干名
昭和41年4月
2日以降に生
まれた人

看護師免許(国家試験免許)を有して
いる人　または平成28年3月31日ま
でに予定されている国家試験におい
て取得する見込みがある人

◆試験日時
　①試験日時：平成 27 年８月２日㈰	
　　　　　　　※受付：8:15 ～ 8:30
　②試験場所：豊後大野市民病院　大会議室
　③試験内容：作文試験、適性検査（筆記）、
　　　　　　　資格調査（口頭）、面接試験
 お問い合わせ先・受験申込書の提出先
豊後大野市民病院　医事 ･ 経営課 経営係 （☎ 0974-42-3121　内線 1233）
〒 879-6692　大分県豊後大野市緒方町馬場 276 番地

◆受験手続
①受験申込受付期間
　平成27年6月1日㈪～7月21日㈫必着
　8：30 ～ 17：00　( 土、日、祝日は
　受付不可 )
②受験申込書の配付…６月1日㈪から
　豊後大野市民病院で配付します。
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敬
老
会
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
自
治
会
、
地
区
社
協

等
の
団
体
が
敬
老
行
事
を
行
っ
た
場

合
、
対
象
者
（
70
歳
以
上
の
方
）
１

人
に
対
し
８
０
０
円
の
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
こ
の
補
助
金
は
、
地
域

社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の

方
々
の
長
寿
を
祝
い
、
地
域
住
民
と

の
交
流
に
よ
っ
て
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
敬
老

行
事
を
実
施
さ
れ
る
団
体
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
10
月
30

日
㈮

申
請
書
類　
竹
田
地
区
は
各
地
区
分

館
に
、
荻
・
久
住
・
直
入
地
区
は
各

支
所
い
き
い
き
市
民
課
に
用
意
し
て

い
ま
す

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
（
☎
63-

４
８
０
９
）
荻
支
所
い
き
い
き
市
民

課
（
☎
68-

２
２
１
１
）
久
住
支
所
い

き
い
き
市
民
課
（
☎
76-

１
１
１
１
）

直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課
（
☎
75-

２
２
１
１
）　

竹
田
市
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
慰
霊
と
遺
族
へ
の
慰
藉

を
行
う
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
願

い
「
平
成
27
年
度
竹
田
市
戦
没
者
追

悼
式
」
を
行
い
ま
す
。
ご
遺
族
の
方

は
、
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

日　
時　
７
月
14
日
㈫
午
前
10
時
～

場　
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
管
理
係

☎
63-

４
８
１
１

 

人　
権

人
権
学
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
う

え
で
、
人
権
を
侵
す
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
の
知
恵
を

学
び
ま
す
。

日　
時　
７
月
15
日
㈬
午
後
７
時
～

会　
場　
本
庁
舎
３
階
会
議
室

内　
容　
人
権
学
習
学
級

演
題 「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

講
師　
大
分
県
人
権
・
同
和
教
育
課

　
　
　

川
野　

和
人　

さ
ん

※
ど
な
た
で
も
受
講
可
。
受
講
希
望

者
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課　

☎
63-

４
８
１
７

 

公　
売

平
成
27
年
度
竹
田
市
公
売
会
を

実
施
し
ま
す

　
竹
田
市
で
は
市
税
等
徴
収
の
た
め

差
押
え
た
動
産
の
公
売
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
以
下
の
日
程
で
公
売
会（
期

間
入
札
）
を
行
い
ま
す
。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
は
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

入
札
期
間　
７
月
６
日
㈪
～
７
月
15

日
㈬　
＊
土
・
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
４
時

入
札
場
所　
久
住
支
所
い
き
い
き
市

民
課
ま
た
は
、
竹
田
市
税
務
課

下
見
期
間　
入
札
期
間
と
同
じ

下
見
場
所　
久
住
支
所
２
階　

電
算

室
横　
（
下
見
の
際
は
久
住
支
所
い

き
い
き
市
民
課
で
受
付
を
お
願
い
し

ま
す
）

開
札
日　
７
月
16
日
㈭　

午
前
９
時

開
札
場
所　
竹
田
市
本
庁
舎
３
階
会

議
室
１　

立
ち
合
い
が
可
能
で
す

公
売
物
品　
動
産
３
点
（
け
や
き
テ

ー
ブ
ル
、
丸
ノ
コ
、
御
屠
蘇
器
）

公
売
方
法　
入
札
（
入
札
価
格
が
見

積
価
格
以
上
で
最
高
価
格
で
あ
る
者

が
落
札
者
と
な
り
ま
す
）

参
加
出
来
な
い
方　
①
未
成
年
②
滞

納
者
本
人
・
徴
税
吏
員
及
び
公
売
実

施
を
妨
げ
る
者

必
要
な
物　

①
印
鑑　

②
身
分
証

明
書　

③
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札

す
る
場
合
）　

④
封
筒

注
意
事
項　
物
件
は
全
て
中
古
品
扱

い
と
な
り
ま
す
。
ま
た
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
竹
田
市
税
務
課
管
理
係　
☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

 

農　
業

「
大
分
県
農
山
漁
村
女
性
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
仮
称
）
会
員
募
集

　
県
で
は
「
大
分
県
農
山
漁
村
女

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
仮
称
）」
を
設

立
し
ま
す
。
こ
の
組
織
は
、
農
山
漁

村
女
性
の
自
ら
の
資
質
向
上
と
相
互

交
流
を
通
じ
て
経
営
感
覚
と
社
会
参

画
へ
の
意
識
を
高
め
、「
農
林
水
産

業
の
振
興
」
及
び
「
地
域
の
活
性
化
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
豊
肥
支
部
で
交
流
や
研
修
会

も
予
定
。
現
在
、
一
緒
に
学
び
交
流

す
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
県
下
の
農
山
漁
村
女
性

会
費　
平
成
27
年
度
は
１
人
あ
た
り

たけたん情報
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１
千
円

事
務
局　

大
分
県
農
林
水
産
部
農

山
漁
村
・
担
い
手
支
援
課

主
な
活
動　
講
座
や
視
察
研
修
、
消

費
者
と
の
交
流
な
ど

●
設
立
総
会

日
時　

７
月
24
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分

場
所　

大
分
県
農
村
交
流
研
修
館

大
研
修
室（
大
分
農
業
文
化
公
園
内
）

内
容　
記
念
講
演
「
農
村
漁
村
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
」　

講
師
・
佐
古

淳
子
氏
（
世
羅
高
原
６
次
産
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合　

夢
高
原
市
場

理
事
長
）、
販
売
交
流
会
ほ
か

問
豊
肥
振
興
局　

生
産
流
通
部　

企
画
・
流
通
班　
☎
63-

３
１
７
７

し
い
た
け
栽
培
研
修
生
募
集

　

県
で
は
、
原
木
し
い
た
け
生
産
へ

の
就
農
を
支
援
す
る
た
め
、
習
熟
度

に
応
じ
た
２
つ
の
研
修
を
実
施
し
ま

す
。
し
い
た
け
栽
培
へ
の
就
農
を
検

討
中
の
方
、
就
農
間
も
な
い
方
等
、

多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

 

栽
培
基
礎
研
修

　

計
４
回
開
催
。
講
義
、
簡
単
な
実

技
を
通
し
て
、
栽
培
の
基
礎
を
学
ぶ

開
講
日　
９
月
６
日
㈰
（
予
定
）

研
修
場
所　
農
林
水
産
指
導
研
究
セ

ン
タ
ー
林
業
研
究
部　

き
の
こ
グ
ル

ー
プ
（
豊
後
大
野
市
三
重
町
）

募
集
人
員　
40
名

 

生
産
現
場
通
型
研
修

　

最
大
12
日
間
、
近
隣
優
良
生
産
者

の
生
産
現
場
に
通
い
、
直
接
技
術
指

導
を
受
け
、
実
践
か
ら
学
ぶ

募
集
人
員　
７
名

締
切
日　
７
月
31
日
㈮　

※
希
望
者

多
数
の
場
合
は
選
考

問・■申
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63-

４
８
０
５

 

狩　
猟

狩
猟
免
許
講
習
会

 

わ
な
猟

①
日
時　
７
月
18
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分

　

場
所　

大
分
県
林
業
会
館　

新

館
３
階
（
大
分
市
）

②
日
時　
８
月
２
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分

　
場
所　
神
楽
会
館
（
豊
後
大
野
市

清
川
町
砂
田
８
１
０
）

 

第
１
種
銃
猟
・
第
２
種
銃
猟

①
日
時　
７
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
大
分
県
猟
友
会
会
議
室
（
大

分
市
）

受
講
内
容　
法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判

別
、
猟
具
の
取
扱
い
、
実
技

受
講
料　

わ
な
猟　

８
千
円
、
第

１
種
銃
猟
・
第
２
種
銃
猟
・
第
１

種
銃
猟
及
び
第
２
種
銃
猟　

各
々

１
万
２
千
円
、
わ
な
猟
及
び
第
１
種

銃
猟
・
わ
な
猟
及
び
第
２
種
銃
猟
、

わ
な
猟
及
び
第
１
種
銃
猟
並
び
に
第

２
種
銃
猟　

各
々
２
万
円

受
付
期
間　
①
７
月
１
日
㈬
～
10
日

㈮　

②
７
月
15
日
㈬
～
24
日
㈮

問・■申
竹
田
市
猟
友
会
事
務
局　
☎

62-

３
４
３
４

狩
猟
免
許
試
験

 

第
１
種
銃
猟
・
第
２
種
銃
猟

①
日
時　
８
月
８
日
㈯　

午
前
９
時

～
午
後
５
時

　

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

（
豊
肥
振
興
局
）

 

網
猟
・
わ
な
猟

①
日
時　
８
月
９
日
㈰

　

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

（
豊
肥
振
興
局
）

②
日
時　
９
月
12
日
㈯

　

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

（
豊
肥
振
興
局
）

受
付
期
間　
①
７
月
16
日
㈭
～
29
日

㈬　

②
８
月
20
日
㈭
～
９
月
２
日
㈬

問・■申
大
分
県
豊
肥
振
興
局　

農
山

村
振
興
部　
☎
63-

１
１
７
４

 

登　
録

「
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
」「
登

録
」
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
！

　

飼
い
主
の
方
は
年
１
回
の
「
狂
犬

病
予
防
注
射
」、「
登
録
」
を
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
登
録
に
つ
い
て

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
い
始
め

た
ら
30
日
以
内
に
環
境
衛
生
課
ま
た

は
各
支
所
い
き
い
き
市
民
課
で
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
鑑
札
を
交

付
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
飼
い
始
め
の

１
回
限
り
で
登
録
費
用
は
３
千
円
で

す
。

◎
犬
の
転
入
・
譲
渡
及
び
死
亡
に
つ

　
い
て

　

犬
の
飼
い
主
で
「
竹
田
市
に
転
入

さ
れ
た
方
」
や
「
犬
の
譲
渡
を
さ
れ

た
」
場
合
は
、
市
環
境
衛
生
課
ま
た

は
各
支
所
い
き
い
き
市
民
課
に
連
絡

く
だ
さ
い
。（
す
で
に
竹
田
市
ま
た

は
他
の
市
町
村
で
登
録
し
て
い
る
犬

に
つ
い
て
は
、
登
録
費
用
は
不
要
で

す
が
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

Taketa  Information

す
）

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
時
は

速
や
か
に
担
当
課
に
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
犬
・
猫
の
放
し
飼
い
及
び
糞
の
処

理
に
つ
い
て

　

犬
や
猫
の
放
し
飼
い
は
止
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
散
歩
の
と
き
な
ど
は

必
ず
掃
除
道
具
を
持
っ
て
糞
を
持
ち

帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
環
境
衛
生
課　

☎
63-

４
８
２
１

 

月
間
・
週
間

「
平
成
27
年
度
大
分
県
夏
季
労
働

災
害
防
止
強
化
期
間
」

『
危
険
を
見
つ
け
て
み
ん
な
で
改
善

　
意
識
を
高
め
て
安
全
職
場
!!
』

　

県
下
に
死
亡
労
働
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
８
月
ま
で「
大

分
県
夏
季
労
働
災
害
防
止
強
化
期

間
」
で
す
。
熱
中
症
の
予
防
、
職
場

内
の
危
険
な
場
所
の
点
検
等
し
て
、

労
働
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
健

康
安
全
課　

☎
０
９
７-

５
３
６-

３
１
１
３
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７
月
か
ら
９
月
は
「
節
電
・
省

エ
ネ
集
中
実
施
月
間
」
で
す

今
年
の
夏
も
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

今
夏
の
電
力
の
需
要
見
通
し
や
国

か
ら
の
節
電
要
請
を
踏
ま
え
、
今
年

の
夏
も
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
間　
７
月
１
日
㈬
～
９
月
30
日
㈬

の
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
８
時（
お

盆
期
間
を
除
く
）

※
重
点
的
に
お
願
い
し
た
い
時
間
帯

（
午
後
１
時
～
午
後
５
時
、
特
に
午

後
４
時
台
）

内
容　
昨
年
ご
協
力
い
た
だ
い
た
節

電
の
取
り
組
み
を
目
安
に
、
生
活
や

健
康
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
可
能

な
限
り
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社
三
重
営
業

所
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

５
０
５

 

試
験
・
講
習

平
成
27
年
度
危
険
物
取
扱
者
保

安
講
習
が
実
施
さ
れ
ま
す

実
施
日　

８
月
25
日
～
10
月
7
日

（
内
20
日
間
）

※
竹
田
市
は
９
月
11
日
実
施
（
区
分

Ａ
）

〔
講
習
区
分
〕 Ａ
：
給
油
取
扱
所

Ｂ
：
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

Ｃ
：
Ａ
・
Ｂ
以
外
の
危
険
物
施
設

会
場　
竹
田
市
消
防
本
部　

他
10
会

場受
講
申
請
の
配
付　
竹
田
市
消
防
本

部
他
、
県
下
各
消
防
本
部
・
大
分
県

危
険
物
安
全
協
会

受
付
期
間　

書
面
申
請 

７
月
21
日

㈫
～
29
日
㈬　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

提
出
先　
竹
田
市
消
防
本
部　

警
防

課
３
階

問
竹
田
市
消
防
本
部　

警
防
課　

☎
63-

０
１
１
９

「
第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
師

講
習
会
」
受
講
生
募
集

実
施
日　
８
月
下
旬
の
２
日
間

講
習
費　
２
万
２
７
５
０
円
（
開
局

費
用
は
別
途
）

場
所　
入
田
分
館
（
予
定
）

受
付
期
間　
７
月
10
日
ま
で

問
竹
田
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
赤
十
字
奉

仕
団　
☎
０
９
０-

３
０
１
５-

０
３

８
１（
今
村
）、☎
０
９
０-

１
０
８
２

-

２
７
７
０（
木
村
）

 

健　
康

竹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
「
公
募
委
員
」
を
募
集　

　

市
で
は
地
域
住
民
に
密
着
し
た
総

合
的
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
地
域
や
関
係
機
関
の
代
表
及
び

公
募
委
員
で
構
成
さ
れ
た
「
竹
田
市

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
広
く
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
う
た
め
に
、
若
い
世
代
（
20
～

40
代
）
の
公
募
委
員
（
任
期
２
年
）

を
募
集
し
ま
す
。

内
容　
竹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
出
席
（
年
２
回
程
度
）

募
集
人
数　
３
人
（
性
別
問
わ
ず
）

申
込
締
切　
７
月
15
日
㈬

問・■申
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63-

４
８
１
０

 
事
故
防
止

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
つ
い

て
の
お
願
い

　

走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、「
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
た
だ
い
ま
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
バ
ス
の
事
故
の
３

割
は
車
内
事
故
で
あ
り
、
特
に
高
齢

者
の
方
々
が
事
故
に
遭
わ
れ
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ
ス
停

留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
席

を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し

て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人
大
分
県
バ
ス
協
会
）

 

地
方
創
生

「
食
品
産
業
地
域
連
携
推
進
事

業
」
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
食
品
加
工
事
業
者
の
継
続

的
な
成
長
と
地
域
の
連
携
お
よ
び
雇

用
創
出
を
目
的
と
し
、
事
業
者
に
お

け
る
製
造
機
械
の
購
入
等
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
７
月
31

日
㈮

補
助
限
度
額　
１
千
万
円
（
対
象
経

費
の
２
／
３
以
内
）

※
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
期
間　
平
成
28
年
２
月
末
ま
で

詳
し
く
は
、
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

たけたん情報
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会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
航
空
学
生

　

９
月
23
日
㈬　
（
大
分
商
工
会
議

　

所
）

・
自
衛
官
候
補
生
（
女
性
）

　
９
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯
（
大
分
県

　

中
小
企
業
会
館
）

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　
☎
63-

３
３
２
０

 
相　
談

視
覚
障
が
い
教
育
相
談（
巡
回
相

談
）を
実
施
し
ま
す

日
時　

８
月
20
日
㈭　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時

場
所　
市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

内
容　
家
庭
で
の
接
し
方
や
、保
育・

教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

対
象　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児

求人
情報

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさとハローワー
ク　問　☎63-1101

①社会福祉士または社会福祉主事 2 人 15.5 ～ 16 万円
②営業１人 18 ～ 36.5 万円　③レストランサービス担当
１人 18 ～ 22 万円　④清掃員 1 人 11.5 ～ 13.2 万円　⑤
介護職２人 13.1 万円　⑥フロント係１人 12.6 ～ 15.2 万
円　⑦葬儀作業員１人 13.8 万円　⑧ホールスタッフ２人
19.7 万円　⑨溶接・溶断・組立１人 16 ～ 23 万円　⑩ホ
ームヘルパー１人 12.1 ～ 12.4 万円　⑪保育士２人 15.6
万円　⑫事務員１人 13.8 万円

〔パート求人（時給）〕
⑬農業スタッフ３人 700 ～ 800 円　⑭洗い場係１人 800
円　⑮土木草刈作業員２人 920 円　⑯精肉担当者１人
780 円　⑰調理補助員１人 700 円　⑱車輛清掃等１人
700 ～ 800 円　⑲清掃員３人 700 ～ 750 円　⑳受付事
務員１人 750 円　㉑収獲作業員１人 1000 円　㉒接客係
１人 680 円　㉓袋詰め作業員１人 700 ～ 720 円　㉔窓
口業務１人 690 円

Taketa  Information

問＝お問い合わせ先　■申 ＝お申し込み先

童
生
徒
成
人
、
及
び
そ
の
保
護
者
・

関
係
者
（
保
育
士
・
教
員
等
）

申
込
方
法　
竹
田
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
に
「
視
覚
障
が
い
教
育
相

談
票
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　
７
月
29
日
㈬

問
大
分
県
立
盲
学
校　
☎
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
８

法
律
無
料
相
談
会

日
時　
７
月
25
日
㈯　

午
後
１
時
～

午
後
４
時 

※
予
約
不
要
で
す

会
場　
竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

（
１
階
和
室
）

主
催　
大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支

部

 

税　
務

財
産
を
相
続
し
た
と
き

　
平
成
25
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

相
続
税
法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
続
税
の
基
礎
控
除
額
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
亡
く
な
ら

れ
た
方
か
ら
財
産
を
相
続
や
遺
贈
に

よ
っ
て
取
得
し
た
場
合
は

　
〔
改
正
後
〕　

３
０
０
０
万
円
＋　
　

　
（
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の

　
数
）

　
〔
改
正
前
〕　

５
０
０
０
万
円
＋　
　

　
（
１
０
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人

　
の
数
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
及
び
納
期
限
は
、
被

相
続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
（
通
常
は
被
相
続
人
が
死
亡
し
た

日
）
の
翌
日
か
ら
10
か
月
以
内
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
竹
田
税
務

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
63-

３
１
４
１
（
※
自
動
音
声
案

内
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
竹
田
市
企
画

情
報
課　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進

室
（
☎
63-

４
８
０
１
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

募　
集

平
成
27
年
度
自
衛
官
募
集

対
象
者　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

女　

※
航
空
学
生
に
つ
い
て
は
、
高

卒
（
見
込
み
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈯
～
９
月
８

日
㈫

*

男
性
の
自
衛
官
候
補
生
は
随
時

試
験
期
日
・
場
所

・
一
般
曹
候
補
生

　

９
月
19
日
㈯　
（
竹
田
市
総
合
社

　

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
自
衛
官
候
補
生

　

９
月
19
日
㈯　
（
竹
田
市
総
合
社
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休日当番院情報

竹
田
で
は
学
校
に
い
け
な
い

　
　
子
ど
も
が
減
っ
て
い
る

　

竹
田
は
こ
れ
ま
で
、
任
意
予
防

接
種
の
無
料
化
や
5
歳
児
健
診
な

ど
、
県
内
で
も
先
駆
的
な
取
り
組

み
を
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
を

乳
幼
児
期
か
ら
保
育
園
、
幼
稚
園
、

そ
し
て
学
校
へ
と
支
え
て
い
く
土

壌
が
徐
々
に
で
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

成
長
の
過
程
で
、
子
ど
も
達
に

は
多
く
の
困
り
、
悩
み
が
生
じ
て

き
ま
す
。
つ
ま
づ
き
そ
う
に
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
対
す
る
支
え
の
成
果
の
ひ
と
つ

と
は
思
う
の
で
す
が
、
竹
田
で
は
小

学
校
に
い
け
な
い
子
ど
も
が
、
こ
こ

数
年
、
統
計
学
的
有
意
差
を
も
っ

て
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
と
て

も
悦
ば
し
い
こ
と
で
、
か
つ
、
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

竹
田
で
し
て
い
る
5
歳
児
健
診

と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
取
り
組
み
、

そ
し
て
学
校
に
い
け
な
い
子
ど
も

が
減
っ
て
い
る
と
い
う
成
果
を
、
5

月
末
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日
本

小
児
神
経
学
会
学
術
集
会
の
英
語

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
、「Pre-school 

developm
ental-behavioral 

screening and support at 
5-year-old in Taketa, Oita

」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、Aw

ard for 
Excellent Study in the English 
Session

（
優
秀
発
表
賞
）
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

竹
田
の
取
り
組
み
が
、
こ
の
よ

う
に
全
国
レ
ベ
ル
で
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
課
題
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。
で
も
、
竹
田
が

ひ
と
つ
に
な
れ
ば
、
解
決
で
き
な
い

問
題
は
な
い
は
ず
で
す
。
一
歩
で
も

い
い
か
ら
、
必
ず
前
に
進
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
！

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

7/　5㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 0974-76-0008
7/12㈰ 長湯ごとう歯科 〔直入〕 0974-75-3001
7/19㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 0974-62-2662
7/20㈪ 歯科筑紫医院〔久住〕 0974-76-0024
7/26㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 0974-64-1118
8/　2㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

7/　4㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7/　5㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

7/11㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7/12㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

7/18㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7/19㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
7/20㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

7/25㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7/26㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

8/　1㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8/　2㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。

第12 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――
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福　祉

　
５
月
16
、
17
日
、
６
月
７
日
に
大

分
市
で
「
第
10
回
大
分
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
竹
田
市
か
ら
は
佐
藤
一
夫
団
長

を
は
じ
め
、
26
名
の
選
手
が
参
加
し

大
い
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今

回
は
２
名
の
方
が
大
会
新
記
録
を
出

し
て
い
ま
す
。
主
な
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）【
卓
球
男
子
】

　
第
６
コ
ー
ト
①　
３
位
・
中
野
伸
一

　
第
７
コ
ー
ト
①　
３
位
・
山
田　

洋

　
第
８
コ
ー
ト　
２
位
・
伊
東
孝
二
郎

【
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）女
子
】

　
第
１
コ
ー
ト
② 

３
位
・
羽
田
野
敏

　
子

【
水
泳
】

　
男
子
25
㍍
自
由
形
① 

１
位
・
高
山

　
峻
平

【
陸
上
競
技
・
競
走
】

　
壮
年
男
子
50
㍍
走
２
位
・
宮
田
博

　
道
、
３
位
・
森
竹
久
行
／
男
子
１

　
０
０
㍍
走
３
位
・
末
弘
基
男
／
壮

　
年
男
子
８
０
０
㍍
２
位
・
小
畑
大

　
樹
／
２
部
男
子
１
５
０
０
㍍
走
１

　
位
・
工
藤
公
一
（
大
会
新
）
／
壮

　
年
男
子
１
５
０
０
㍍
走
２
位
・
小

　
畑
大
樹

【
陸
上
競
技
・
投
て
き
】

　
青
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
２
位
・

　
丸
小
野
健
二
／
壮
年
男
子
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
投
２
位
・
宮
田
博
道
／
２

　
部
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
１
位
・

　
深
谷
洋
二
／
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
投
２
位
・
末
弘
基
男
／
壮
年
男
子

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
１
位
・
古
澤
政

　
浩
、
３
位
・
森
竹
久
行
／
２
部
女

　
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
１
位
・

　
藤
本
敦
子
／ 

壮
年
男
子
ジ
ャ
ベ
リ

　
ッ
ク
ス
ロ
ー
１
位
・
古
澤
政
浩
／

　
２
部
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

　
１
位
・
深
谷
洋
二
（
大
会
新
）

【
陸
上
競
技
・
跳
躍
】

　
青
年
男
子
立
幅
跳
３
位
・
後
藤
政

　
也

【
陸
上
競
技
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
競
技
】

　
男
子
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
立
位
Ｄ
20

　
２
位
・
中
小
路
清
隆
／
男
子
ア
キ

　
ュ
ラ
シ
ー
・
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
５
Ａ
９

　
２
位
・
二
見
彰
洋
／
男
子
ア
キ
ュ

　
ラ
シ
ー
・
デ
ィ
ス
リ
ー
ト
５
Ａ
９

　
３
位
・
中
小
路
清
隆

第
10
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

竹
田
市
選
手
団
が
活
躍

↑大会新記録を出した工藤さん（右）、深谷さん（右から２番目）

↑水泳に出場した高山峻平さん

↑卓球に出場した選手のみなさん

豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
入
賞

魅
せ
る
！
達
人
た
ち
の
技

　

６
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
「
第

26
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
美
術

展
」
が
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ（
大
分
市
）で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ

ん
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
の
部
】

・
最
優
秀
賞　
「
我
が
家
の
キ
イ
ち
ゃ

　
ん
」
熊
谷
明
さ
ん
（
74
歳
・
久
住

　
町
牧
ノ
元
）

【
彫
刻
・
彫
塑
の
部
】

・
優
秀
賞　
「
イ
ヌ
ワ
シ
」

　
児
玉
夏
生
さ
ん
（
64
歳
・
久
住
町

　
千
人
塚
）

※
出
品
作
品
に
つ
い
て
は
７
月
中
旬
ま
で

　

竹
田
市
本
庁
舎
１
階
フ
ロ
ア
に
展
示
し

　

て
い
ま
す
。
最
優
秀
賞
作
品
に
つ
い
て

　

は
「
第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ

　

ち
大
会
」
美
術
展
（
10
／
17
～
20
）
に

　

出
品
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
、
12
月
中

　

旬
ま
で
展
示
し
ま
す
。

↑「２回目の挑戦で入賞でき光栄です」
　と話す熊谷さん

↑「最優秀賞にむけて、これからも作り
　続けます」と話す児玉さん

『虹色サマースクール』ボランティア募集
　竹田市、豊後大野市在住の障がいのあるお子さん
に楽しい夏休みを過ごしてもらうため、下記内容で

「虹色サマースクール」を実施します。参加者と一
緒に楽しく過ごしていただけるボランティアを募集
します。
　高校生以上の方であれば年齢、性別は問いません。
事前に研修会を行います。
　多くの方のご応募お待ちしています。

実施場所　障がい児通所施設「みつばち」内
　　　　　（豊後大野市三重町百枝 2029 番地）
実 施 日　7 月 27 日㈪～ 8 月 25 日㈫までの間、19 
　　　　　日間
　　　　 ※但し、8/6、8/13、8/14 日、土日は除く
活動時間　8：30 ～ 17：00 頃まで
事前研修　7 月 15 日㈬ 18：30 ～ 20：00
　　　　　（いきいき交流センター）
　　　　　7 月 18 日㈯　9：00 ～ 11：30
　　　　　（豊後大野市「神楽会館」）　
募集期限　7 月 15 日㈬　締切
そ の 他　昼食を準備します（一般の方は無料）

●お問い合せ・お申込先み　
　竹田市社会福祉課 障がい福祉係
　☎ 0974- 63-4811
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竹
田
小
が
友
情
の
ほ
た
る
お
く
り

　
６
月
13
日
、
竹
田
小
学
校
（
島
田

郁
郎
校
長
）
の
６
年
生
28
人
が
大
分

市
の
障
害
児
入
所
施
設
「
清
明
あ
け

ぼ
の
学
園
」（
安
東
一
夫
園
長
）
を

訪
問
し
、
こ
の
日
の
た
め
に
集
め
た

ほ
た
る
約
４
０
０
匹
を
贈
り
ま
し
た
。

　

受
け
渡
し
式
で
は
、
竹
田
小
児
童

を
代
表
し
て
工
藤
帆
ノ
華
さ
ん
と
廣

「
ド
イ
ツ
の
童
話
」を
楽
し
ん
で  

ヒ
ン
ダ
レ
さ
ん
か
ら
絵
本
を
寄
贈

　

姉
妹
都
市
ド
イ
ツ・バ
ー
ト・ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
、
長
年
交
流
の
橋

渡
し
を
さ
れ
た
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ヒ
ン

ダ
レ
さ
ん
が
竹
田
の
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
グ
リ
ム
童

話
」
の
絵
本
を
市
内
幼
稚
園
や
保
育

所
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
６
月
８
日
、
国
際
交
流
員
の
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
さ
ん
が
直
入
幼
稚
園
を
訪

問
。
ヒ
ン
ダ
レ
さ
ん
か
ら
「
大
き
く

な
っ
て
か
ら
ぜ
ひ
、
私
が
住
ん
で
い

↑ほたるを贈る南部小児童のみなさん

←「友情の蛍」記念碑が 
　建てられました

る
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
に

来
て
く
だ
さ
い
。
町
の
人
が
喜
ん
で

歓
迎
し
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
し
、
園
児
た
ち
に
絵
本
を
読

み
聞
か
せ
ま
し
た
。

瀬
み
の
り
さ
ん
が
、
練
習
を
重
ね
て

習
得
し
た
手
話
を
交
え
な
が
ら
「
思

い
や
り
の
心
で
続
い
て
い
る
行
事
を

こ
れ
か
ら
私
た
ち
も
繋
い
で
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
学
園
児
童
代
表
と
し

て
、
高
等
部
３
年
の
日
下
あ
す
か
さ

ん
は
「
た
く
さ
ん
の
ほ
た
る
が
里
帰

り
で
き
る
よ
う
に
お
世
話
を
頑
張
り

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

友
情
の
灯
り
を
永
遠
に

南
部
小
児
童
が
第
50
回
「
ほ
た
る
お
く
り
」　　
　

　

６
月
12
日
、
南
部
小
学
校
（
田
北
敏
彦

校
長
）
の
児
童
が
別
府
市
に
あ
る
国
立
別
府

重
度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
ほ
た
る
を
届
け
る

「
ほ
た
る
お
く
り
」
が
節
目
と
な
る
50
回
目

を
迎
え
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
部
小
学
校
の
５
、６
年
生
59
名
は
こ
の

日
ま
で
に
集
め
た
ほ
た
る
約
５
０
０
匹
と
、

全
学
年
児
童
及
び
家
族
が
共
同
制
作
し
た

「
ち
ぎ
り
絵
」
な
ど
作
品
を
入
所
者
に
贈
呈
。

ま
た
合
唱
、
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

谷
畑
進
生
児
童
会
長
は
「
ほ
た
る
や
思
い

を
込
め
て
作
っ
た
作
品
が
少
し
で
も
み
な
さ

ん
の
心
の
癒
し
と
な
っ
た
ら
嬉
し
い
」
と
、

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前
に
、
竹
田
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
「
友
情
の
蛍
」
記
念
碑

を
建
立
し
ま
し
た
。

↑50 周年を記念して制作したちぎり絵

↑ロータリークラブのオンチーズが歌唱を披露

↑
ほ
た
る
を
贈
る
竹
田
小
児
童
の
み
な
さ
ん

↑平成27 年度初出荷と事業報告に訪れた「エコファー
　ム21」理事のみなさん

「
農
事
組
合
法
人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
21
」
今
年
度
初
出
荷

荻
の
大
地
か
ら「
新
鮮
な
ト
マ
ト
」を
届
け
ま
す
！

　
「
農
事
組
合
法
人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム

21
」
は
、
平
成
26
年
度
の
国
の
強
い

農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
事
業
費

５
億
１
３
０
０
万
円
）
を
活
用
し
、

荻
町
恵
良
原
に
て
雨
や
雪
に
も
強
い

低
コ
ス
ト
耐
久
ハ
ウ
ス
（
フ
ェ
ロ
ン

型
）
を
建
設
し
、
新
た
に
選
果
機
と

予
冷
庫
を
設
置
。
施
設
面
積
（
３
・

51
㌶
）
は
九
州
最
大
級
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
集
出
荷
区
画
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ト
マ
ト
を
安
定
的
、
か

つ
効
率
的
良
く
出
荷
で
き
る
体
制
が

整
い
、
新
鮮
な
ト
マ
ト
の
ま
ま
、
消

費
者
の
も
と
へ
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
出
荷
量
４
７
８

㌧
、
販
売
額
は
１
億
７
０
０
０
万
円

以
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

↑ドイツの昔話を夢中になって聞く園児たち
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　
５
月
30
日
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
に

合
わ
せ
て
、
清
掃
し
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
行
う
「
第
33
回
ゴ
ミ
フ
大

会
」
が
竹
田
、
豊
岡
、
玉
来
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
３
地
区
で
４
３
０

人
が
参
加
。
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み

と
合
わ
せ
て
４
８
０
㌕
を
収
集
し
ま

し
た
。

歯
と
口
は〝
健
康・元
気
〟の
源
！

平
成
27
年
度
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　

歯
と
口
の
健
康
週
間
（
６
月
４
～

10
日
）
の
初
日
、「
歯
の
健
康
」
に
広

く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
平

成
27
年
度
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

【
高
齢
者
の
部
門
】　

最
優
秀
賞　

佐
々
木
嗣
子
さ
ん（
80

歳
・
上
町〔
直
入
町
〕）
／
優
秀
賞　

平
野
ユ
リ
子
さ
ん（
86
歳・
紺
屋
）
／

最
高
齢
者
賞　

大
窪
睦
代
さ
ん（
88

歳・
石
原
） 

※
最
優
秀
賞
の
佐
々
木
さ
ん
は
市
代
表
と
し
て
、
７

月
４
日
、
県
大
会
の
書
類
審
査
を
受
け
ま
す
。

【
親
と
子
の
部
門
】

最
優
秀
賞　

志
賀
和
美
さ
ん
・
羽
夏

ち
ゃ
ん
（
桜
町
南
）
／
優
秀
賞　

下

城
詩
織
里
さ
ん
・
空
舞
ち
ゃ
ん
（
桜

町
栄
）、
後
藤
美
由
紀
さ
ん
・
侑
大
ち

ゃ
ん
（
桑
木
） 

※
最
優
秀
賞
の
志
賀
さ
ん
親
子
は
、
７
月
４
日
、
県

大
会
に
竹
田
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

下
本
町
修
景
完
了
・
第
10
回
ま
ち

交
大
賞「
ま
ち
づ
く
り
シ
ナ
リ
オ
賞
」

受
賞
を
記
念
し
て
、
６
月
７
日
、
修

景
し
た
街
な
み
を
市
民
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
「
下
本
町
の
街
な
み

景
観
を
楽
し
む
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

車
輛
通
行
止
め
に
し
た
下
本
町
通

り
を
会
場
に
、
景
観
ス
ケ
ッ
チ
大
会

や
路
上
ラ
イ
ブ
、
雑
貨
バ
ザ
ー
、
餅

つ
き
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　「第 19 回日本救急医学会九州地方会」（5/15・16、
佐賀県）と、「第 18 回日本臨床緊急医学会」（6/4 ～
6、富山県）に、地元消防機関を代表して竹田市消防
本部の内那洋介司令補（救急救命士）、地元医療機
関を代表して竹田医師会病院の石井一誠副院長、そ
して大分県を代表して大分大学医学部附属病院高度
救命救急センターの診療教授、石井圭亮先生が出席。
　竹田市が地域救急医療崩壊からの脱却を目指し、
ドクターカー、ドクターヘリ、地域ＤＭＡＴの協力
を得ながら取り組んできた効果や、地元医療機関、
そして大学病院との連携を図りながら「地域救急医
療体制」を再構築してきた歩みを発表しました。

　
５
月
30
日
、
日
本
最
後
の
内
戦
と

言
わ
れ
る
西
南
戦
争
の
激
戦
地
で
あ

っ
た
、
茶
屋
の
辻
（
茶
屋
の
辻
自
治

会
館
敷
地
内
供
養
塔
前
）
に
て
、
死

者
１
０
０
０
人
と
言
わ
れ
る
戦
没
者

の
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係

者
や
地
元
の
住
民
の
み
な
さ
ん
約
30

人
が
参
列
し
ま
し
た
。

「ゴミフ」でまちも人も美しく

竹田における西南の役追悼祭

「
第
１
回
竹
田
市
総
合
教
育
会
議
」が
開
催

　

５
月
28
日
、「
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の

一
部
改
正
後
、
初
め
て
の
「
竹
田
市

総
合
教
育
会
議
」
が
市
本
庁
舎
で
開

催
さ
れ
、「
総
合
教
育
会
議
の
運
営
」

「
大
綱
の
策
定
」
等
の
協
議
事
項
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（「
大
綱
」
は
８
月
に
策
定
の
予
定

で
す
）

↑第１回竹田市総合教育会議の様子

下
本
町
通
り
に
活
気
が
生
ま
れ
る
！

↑下本町地区が情感漂う街なみ景観に

↑手づくりイベントで賑わう下本町通り

竹
田
の「
地
域
医
療
体
制
」 

「
現
場
の
取
り
組
み
」を

医
学
会
で
発
表

↑【親と子の部門】
　最優秀賞の志賀和
　美さん・羽夏ちゃん

↑【高齢者の部門】
　最優秀賞の佐々木
　嗣子さん



広報たけた 平成 27 年7 月号 28

ぼくたち・私たちの

学び舎

　

旧
竹
田
小
・
明
治
小
・
岡
本
小
の

三
校
が
統
合
し
、
新
生
『
竹
田
小
学

校
』
が
誕
生
し
て
、
７
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

統
合
前
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
行

わ
れ
て
い
た
特
色
あ
る
行
事
は
、
今

も
引
き
継
が
れ
、
そ
の
伝
統
を
未
来

へ
と
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、『
友
情
の
蛍
送
り
』

で
す
。
大
分
市
の
清
明
あ
け
ぼ
の
学

園
と
の
交
流
は
、
今
年
で
63
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
蛍
送
り
に
込
め
ら
れ

た
思
い
を
知
っ
た
り
、
手
話
を
通
し

て
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
た
り
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か
け
が
え

の
な
い
経
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、『
瀧
祭
』
で
す
。
瀧

祭
は
、
竹
田
小
学
校
の
大
先
輩
で

あ
る
瀧
廉
太
郎
先
生
の
命
日
に
、

毎
年
旧
竹
田
小
学
校
で
行
わ
れ
て

き
た
音
楽
祭
で
す
が
、
今
年
で
52

回
目
に
な
り
ま
す
。
学
年
ご
と
に

練
習
し
た
歌
や
合
奏
を
発
表
し
あ

い
な
が
ら
、
瀧
先
生
を
偲
ぶ
心
や
、

ふ
る
さ
と
竹
田
や
母
校
に
対
す
る

愛
情
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、『
悠
々
居
』
と
の
交

流
で
す
。
岡
本
小
学
校
が
、
全
校

児
童
で
交
流
し
て
い
た
悠
々
居
の
運

動
会
に
、
毎
年
低
学
年
の
児
童
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
車
い
す
を
使
っ
て

い
る
方
や
お
年
寄
り
と
触
れ
合
う
こ

と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を

育
て
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

三
校
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
よ
さ
〉
を
伝

統
と
し
て
受
け
継
ぐ
こ
と
が
、
竹
田

小
学
校
の
め
ざ
す
『
本
気
・
や
る
気
・

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
竹
小
っ
子
』
の
実

現
に
確
実
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

新
生
竹
田
小
学
校
は
、
ま
だ
10

歳
に
も
届
き
ま
せ
ん
が
、
全
校
児
童

１
５
５
名
が
力
を
合
わ
せ
、
新
し
い

歴
史
を
築
い
て
い
こ
う
と
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
三
河　

広
）

歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
い
で

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
小
学
校

↑蛍送り

↑悠々居運動会

（
ま
る
ご
と
博
物
館 

第
111
回
／
平
成
27
年

１
月
号
掲
載
の
続
き
）

３　
藩
に
対
す
る
請
願

　

翌
、
弘
化
４
年
、
柏
原
組
の
人
々

は
石
垣
を
元
通
り
に
復
旧
し
て

も
銀
札
５
貫
目
も
要
る
し
、
ま

た
流
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
の
で
、
石
橋
の
架
設
を
藩

に
願
い
出
ま
し
た
。

４　
費
用
の
調
達

　

藩
に
提
出
し
た
請
願
書
や
教

科
書
に
よ
り
ま
す
と
、
石
垣
に

し
た
場
合
、
大
体
銀
札
９
貫
目

が
必
要
で
、
そ
の
調
達
は
、
柏

原
の
空
き
地
に
植
え
た
杉
を
売

れ
ば
銀
札
３
貫
５
０
０
目
に
は

な
る
し
、
残
り
は
、
近
隣
の
恵

良
原
組
や
葎
原
組
な
ど
に
も
助

成
を
願
い
、
さ
ら
に
不
足
し
た

場
合
は
、
一
時
の
借
り
入
れ
で

済
ま
せ
た
い
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
藩
に
対
し
て
銀
札

２
貫
６
０
０
匁
の
借
用
を
申
し

出
ま
す
。

　

こ
の
時
、
村
々
に
廻
し
た
寄

付
金
の
趣
意
書
は
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
最
後
に
、
多
額
の
寄

付
者
の
名
前
は
後
世
に
残
し
た

い
と
あ
り
ま
す
が
、
見
つ
か
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
総
額
９
貫
目
の
内
、

杉
の
売
却
代
金
３
貫
５
０
０
目
と

藩
か
ら
借
り
入
れ
た
２
貫
６
０
０

目
を
差
し
引
い
た
約
３
貫
目
は
、

村
内
外
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ
た
と

考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

５　
工
事
の
模
様

　

や
が
て
、
工
事
の
認
可
が
下

り
、
翌
、
嘉
永
元
年
２
月
に
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
「
諸
入
筒
下
積
帳
」（
設
計
書
）

に
よ
り
ま
す
と
、
材
料
や
人
夫

な
ど
は
、

木
材
…
…
…
…
…
…
３
７
３
本

杣
（
杣
・
き
こ
り
）…
…
…
40
人

竹
…
…
…
…
…
…
…
１
２
０
荷

石
工
…
…
…
…
…
２
６
１
３
人

大
工
…
…
…
…
…
…
１
３
０
人

人
夫
…
…
…
…
…
４
２
２
９
人

を
要
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
工
事
中
に
洪
水
の
た
め

下
池
の
木
組
が
流
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
工

事
４
０
０
両
・
人
夫
（
延
べ
）

２
万
５
千
人
が
要
っ
た
と
言
い

ま
す
。（
直
入
郡
誌
）

　

ち
な
み
に
、
石
橋
に
使
用
し

た
石
は
、
橋
の
上
流
の
今
の
砂

防
ダ
ム
の
辺
り
で
採
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
辺
り
、

ダ
ム
建
設
前
に
は
、
転
石
が
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
難
工
事
を
克
服
し
、
翌
、

嘉
永
２
年
10
月
に
無
事
完
成
し
ま

し
た
。（
③
に
続
く
）

（
工
藤
重
光
）

117

↑瀧　祭
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今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　7月15日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　7月  9日㈭　14：00～14：30（竹田幼稚園）
　7月16日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園）

■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

おく
な

5
く
な

6
お

7 8 9 10 11
おく
な

12
く
な

13
お

14 15 16 17 18
おく
な

19
く
な

20
お

21 22 23 24 25
おく
な

26
く
な

27
お

28 29 30 31

図書館に行こう

【一般の本】
・ラプラスの魔女（KADOKAWA）　　　　　　　 東野　圭吾
・天下　上・下巻（日本経済新聞社）　　　　　　火坂　雅志
・トットひとり（新潮社）　　　　　　　　　　　黒柳　徹子
・夏の雷音（小学館）　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一
・リバース（講談社）　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ
・ひみつの教養 ー誰も教えてくれない仕事の基本ー（プレジデント社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 飯島　　勲

・ぼくの村は戦場だった（文藝春秋）　　　　　　山本　美香
・子どもはみんな問題児。（新潮社）　　　　　　　中川季枝子
・手ぬいのベビーこもの ーかわいい、かんたん、使えるー

　（主婦の友社）　　　　　　　　　　　　　　　 細川　夏子
・虫の呼び名事典ー散歩で見つけるー（主婦と生活社）森上　信夫

【子どもの本】
・妖精のパン屋さん（金の星社）　　　　　　　　斉藤　栄美
・山田県立山田小学校　1 ～５巻（あかね書房）　 山田　マチ
・かっぱぬま（あすなろ書房）　　　　　　　　　武田　美穂
・かぐやのかご（佼成出版社）　　　　　　　　　塩野　米松
・明日をつくる十歳のきみへ（冨山房インターナショナル）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日野原重明

・人生とは、人の役に立つこと ー働くしあわせー（WAVE出版）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大山　康弘
他　150 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「若
じゃくちゅう

冲」　　　 澤田　瞳子　文藝春秋

　江戸時代中期の京にて活躍し
た絵師、伊藤若冲は2016 年に生 
誕300 年 を 迎 え ます。7月20 日
まで大分県立美術館OPAM で
その名画に出会うことが出来

るのです！
　さて、この本は「世に二つとない絵を描く」画人、
その名は伊藤若冲。池大雅、円山応挙、与謝蕪村、
谷文晁、市川君圭…。絵師たちの運命が京の都で交
錯する物語です。
　さあ、若冲の絵に出会ってから読んでみますか？
それとも読んでから絵をじっくり観るのも良いかも
しれませんね。

「おどる詩　あそぶ詩
　きこえる詩」

　はせみつこ編

　「声に出して読んでごらん !! ほら、
心がはずむ！体はおどる！」
　そんな、とびっきりのアンソロジーができました！

「しゃべる詩　あそぶ詩　きこえる詩」シリーズ
第 3 巻目です！
　声に出して音で味わう楽しい詩集です。
　〈ことばをおいしく食べて〉〈あなたの好きにあ
そんでください〉〈ときにはだまって耳をすまし、
心をすましてみてください〉と作者のはせさんは
語っています。ぜひ読んでみてください。

お知らせ
　7 月 20 日月曜日（海の日）に「第 18 回夏休み図書館まつり」
を開催します。時間は 13：00～15：00 です。会場は竹田市総合
社会福祉センター多目的ホールです。ストーリーテリングやペー
プサート、おおがたえほんなど、楽しい催しが盛りだくさん！お
楽しみのプレゼントもあります。みんなで来てくださいね！

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月7

今月の休館日

新刊　のご案内

http://www.city.taketa.oita.jp/library/
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有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、
友人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

市長コラム
〈第70回〉

　

竹
田
市
と
も
縁
を
結
ん
で
い
る
脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
さ
ん
が

テ
ニ
ス
の
プ
ロ
選
手
と
し
て
世
界
的
な
活
躍
を
し
た
松
岡
修
三
さ
ん

と
対
談
し
た
。
脳
の
し
く
み
や
、
脳
の
退
化
や
進
化
の
話
は
実
に
お

も
し
ろ
か
っ
た
。

　

松
岡
さ
ん
が
、「
記
憶
力
が
落
ち
て
く
る
不
安
を
感
じ
る
」
と
話

す
と
、茂
木
さ
ん
は
「
人
間
の
脳
は
、た
と
え
ば
記
憶
の
部
位
が
退
化

し
て
く
る
と
、
い
ま
ま
で
得
意
で
な
か
っ
た
部
位
、
た
と
え
ば
絵
を

描
く
能
力
が
高
ま
っ
て
く
る
と
か
い
う
現
象
が
現
れ
た
り
す
る
か
ら

面
白
い
」
と
答
え
る
。
日
常
的
に
み
ん
な
が
感
じ
て
い
る
不
安
や
喜

び
が
科
学
的
に
わ
か
り
や
す
く
解
き
明
か
さ
れ
る
場
面
で
あ
っ
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
松
岡
さ
ん
が
ラ
ン
キ
ン
グ
で
相
当
下
位
の

選
手
に
負
け
る
と
い
う
話
。「
自
分
が
と
て
も
緊
張
す
る
の
が
わ
か

る
の
で
す
。
実
力
で
は
負
け
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
勝
つ
は
ず
の
自

分
を
意
識
し
す
ぎ
て
、
結
果
的
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
情
け
な
く

て
泣
い
て
し
ま
う
」。
そ
の
壁
を
ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
を
茂
木
さ

ん
が
聞
く
と
、松
岡
さ
ん
は
「
自
分
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、観
戦
し
て

く
れ
て
い
る
人
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
意
識
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

ボ
ク
は
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
最
大
の
喜
び
に
し
て
い
る
か

ら
力
が
出
る
の
で
す
」と
答
え
た
。
そ
の
松
岡
さ
ん
は
、後
輩
を
育
て

る
こ
と
が
と
て
も
上
手
だ
と
い
う
。
い
ま
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
錦

織
圭
さ
ん
も
松
岡
さ
ん
の
門
下
生
だ
。
松
岡
さ
ん
は
、
錦
織
選
手
が

す
で
に
世
界
に
通
じ
る
選
手
に
な
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
と
い
う
。

　

自
分
の
弱
さ
を
打
ち
明
け
る
松
岡
さ
ん
に
し
て
も
、
小
学
生
の
頃

の
錦
織
選
手
の
涙
を
流
し
な
が
ら
話
を
聞
こ
う
と
す
る
姿
に
も
共
通

し
て
い
る
の
は
、『
素
直
な
性
格
』
だ
と
い
う
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手

は
性
格
が
良
く
な
い
と
一
流
に
は
な
れ
な
い
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
先
日
、
竹
田
高
校
で
講
演
を
し
て
く
れ
た
日
本
柔
道
会
の

重
鎮
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
山

下
泰
裕
さ
ん
も
ま
こ
と
に
素
直
な
人
で
あ
っ
た
。

　
「
私
は
議
会
な
る
も
の
を
直
接
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
」
と
言

っ
て
、
竹
田
市
の
6
月
定
例
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
て
く
れ
た
の

に
は
、
驚
い
た
。
世
界
に
通
じ
る
一
流
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

未
経
験
の
世
界
の
こ
と
を
打
ち
明
け
、そ
し
て
初
体
験
に
挑
戦
す
る
。

ま
こ
と
に
素
直
な
巨
人
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
こ
こ
か
ら
』

に
藤
本
隆
宏
さ
ん
が
登
場
し
た
。
水
泳
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
か
ら

俳
優
の
道
を
歩
ん
で
き
た
藤
本
さ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ

『
坂
の
上
の
雲
』
で
竹
田
市
出
身
の
広
瀬
武
夫
役
を
演
じ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
い
ま
や
実
力
派
俳
優
と
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ
な
ど
で
も

引
っ
張
り
だ
こ
の
藤
本
さ
ん
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
藤
本
さ
ん
は
水
泳
か
ら
俳
優
に
転
向
し

て
苦
労
し
た
時
代
の
こ
と
を
話
し
続
け
た
。
自
信
を
も
っ
て
挑
戦
し

た
俳
優
の
道
で
あ
っ
た
が
、
打
ち
の
め
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
出
会
っ

た
の
が
、同
じ
水
泳
界
で
活
躍
し
た
木
原
光
知
子
さ
ん
だ
っ
た
。「
水

泳
が
あ
っ
た
か
ら
、
あ
な
た
が
い
る
」
と
教
え
ら
れ
て
自
分
を
取
り

戻
す
こ
と
に
な
っ
た
と
藤
本
さ
ん
は
素
直
に
振
り
返
る
。

　

竹
田
市
の
岡
藩
城
下
町
四
百
年
祭
で
お
世
話
に
な
っ
て
３
年
。
懐

か
し
く
な
っ
て
メ
ー
ル
を
入
れ
た
ら
即
座
に
電
話
が
鳴
っ
た
。「
藤
本

で
す
。
ご
無
沙
汰
お
許
し
く
だ
さ
い
。
あ
の
番
組
で
竹
田
市
の
こ
と

を
紹
介
で
き
ず
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。
ど
こ
ま
で
も
謙

虚
、
ど
こ
ま
で
も
他
人
を
気
遣
う
藤
本
さ
ん
に
一
流
の
力
を
感
じ
た
。

　

番
組
の
中
で
、
彼
は
「
多
く
の
皆
さ
ん
に
応
援
さ
れ
、
そ
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
仕
事
が
で
き
て
い
る
自
分
を
幸
せ
に
思
い

ま
す
」
と
話
し
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
４
０
０
㍍
個
人

メ
ド
レ
ー
で
日
本
人
初
の
入
賞
を
果
た
す
も
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
ら
れ
ず
に
申
し
訳
な
か
っ
た
と
悔
や
ん
だ
。
自
分
が
勝
っ
た
、
負

け
た
で
は
な
く
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
か
。
そ

の
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
語
る
藤
本
さ
ん
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、松
岡
修
三
さ
ん
も
、錦
織
圭
さ
ん
も
、山
下
泰

裕
さ
ん
も
、そ
し
て
藤
本
隆
宏
さ
ん
も
、さ
ら
に
茂
木
健
一
郎
さ
ん
も
、

一
流
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
た
ち
に
共
通
す
る
の
は
、「
み
ん
な
の
喜

び
こ
そ
が
自
分
の
最
高
の
喜
び
」
と
す
る
素
直
な
人
格
で
あ
る
。

　
つ
ま
ら
な
い
確
執
や
自
己
満
足
だ
け
に
固
執
す
る
人
生
が
、
い
か

に
悲
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
る
。

柔
道
家
山
下
泰
裕
さ
ん
と
俳
優
藤
本
隆
宏
さ
ん
が
話
し
た
こ
と

一
流
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
々

← 6月12日、議会一般質問
　を傍聴する山下泰裕氏。
　常に未体験に挑む姿勢は
　「一流人」である。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
」

認
定
要
件
の
緩
和
を
要
望

　
６
月
９
日
、本
市
は「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
秋
田

県
仙
北
市
、新
潟
県
阿
賀
野
市
、
山

梨
県
北
杜
市
の
市
長
ら
と
厚
生
労

働
省
を
訪
れ
、
医
師
の
処
方
に
基
づ

い
て
運
動
療
法
を
実
施
し
た
場
合
に

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
「
温
泉

利
用
型
健
康
増
進
施
設
」
の
認
定

要
件
を
緩
和
す
る
よ
う
、
塩
崎
恭
久

厚
生
労
働
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
」

は
、
一
つ
の
施
設
内
に
温
泉
の
ほ
か

運
動
器
具
な
ど
の
施
設
整
備
が
必

要
な
た
め
、
認
定
さ
れ
て
い
る
施
設

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
の
温
泉

地
に
と
っ
て
は
、
急
速
な
人
口
減
少

と
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
施

設
整
備
を
進
め
て
も
、
将
来
維
持
が

難
し
く
な
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

授
け
ら
れ
た
資
源
・
温
泉
を
活

用
し
、保
養
・
療
養
型
の
温
泉
都
市

を
つ
く
る
た
め
、「
健
康
増
進
施
設
」

の
認
定
に
お
い
て
、
複
数
施
設
の
連

携
も
該
当
す
る
よ
う
解
釈
の
変
更

を
求
め
ま
し
た
。

↑三友紀男「健康と温泉フォー
　ラム」会長らと要望書を手渡し
　ました
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↑「ホタル祭」の復活を祝う南河内自
　治会、関係者のみなさん

↑3 年ぶりに賑わいを取り戻した南河
　内地区

↑感謝の気持ちを述べる浦松自治会長

↑「Skype」を活用した英会話授業を
　行った緑ヶ丘中３年生のみなさん

↑緑中の生徒と「ビデオ通話」で話す
　アメリカのメアリー・ベイダーさん

↑「竹田の歴史と文化の文脈
　そのものの中を歩いている
　感覚を実感していただけた
　ら嬉しい」と中西さん

↑中西さんの解説を熱心に聞く参加者の
　みなさん

南河内自治会が災害復旧を祝う
希望の光「南河内ホタル祭り」を３年ぶりに開催！
　平成 24 年７月の集中豪雨で大きな被害を受け、市内で最大
規模の被災地のひとつとなった 荻地区南河内自治会。
　今年３月に復旧工事が完了し、地域の賑わいを再び取り戻そ
うと、 ６月６日、３年ぶりに「南河内ホタル祭り」が開催され
ました。また、災害を忘れないようにと「災害復旧記念碑」を
集会所前に建立し、参加者の前で披露されました。
　浦松真自治会長は「この日を迎えられて最高です。感謝の一
言に尽きます。南河内自治会 21 戸 48 人は元気です。感謝の気
持ちをお返しできるよう、これからも 頑張っていきたい」と話
してくれました。
　地区のシンボル「ホタル」の復活を目指し、地区住民のみな
さんはこの日まで 濁流に流された養殖池の復旧、幼虫の放流を
続けてきたそうです。夜には、地区を流れる滝水川で、美しい
光跡を描きながら無数のホタルが舞っていました。

世界と繋がる授業に夢中！
緑ヶ丘中で「S

ス カ イ プ

kype」を活用した英会話授業
　６月５日、世界各国の時差を感じ、生きた英会話を体感してもらおうと、無料
通話ソフト「Skype（スカイプ）」を使用した英語の授業が荻町の緑ヶ丘中学校で、
３年生 23 人を対象に行われました。
　市内中学校では、3 回目の「Skype」を使用した「授業」実践です。今回のビ
デオ通話の相手は、ＡＬＴ（外国語指導助手）のサバーナ・ベイダーさんの故郷、
アメリカ・カリフォルニア州に住む母親のメアリー・ベイダーさんが務めました。
　モニター画面に大きく映し出されたメアリーさんは、現在の時刻が前日の夕方
頃だと語ると、生徒たちはアメリカとの「時差」を実感。続いて、パソコンの前
に立った生徒代表は、すべて英語による自己紹介や、風景写真を掲示しながら地
域の特長をＰＲする等、外国人との英会話をリアルタイムで体験しました。
　「もっと質問をしたかった」　「すらすら話せるように慣れたい！」「とても緊張
しました。相手に聞こえやすいように、次はゆっくり話したい」と、眼の色を輝
かせながら感想を語る生徒たち。
　機材の設置やサポートをしたＩＣＴ（情報通信技術）支援員の工藤英幸さん（株
式会社情報開発研究所代表）は「田舎でも、世界とリアルタイムで繋がることで
きるのはスゴイこと。竹田の未来を担う子どもたちに支援ができれば嬉しい」また、
英語担任の志賀喜久美教諭は「将来は、外国（姉妹都市のドイツ・バート・クロ
ティンゲン市等）の学校との間で、生徒同士の英会話による授業ができるように
なることが望ましい」と話してくれました。
　Skype を用いた海外交流の授業は、県内でも画期的な取り組み。生徒にとって
も学習意欲の湧く貴重な経験となったことでしょう。今後は環境整備等を検討し
ながら、ほかの市内中学校の英語授業にも取り入れていく予定です。

「中西めがね」で竹田を見てごらん！
～竹田市城下町歴史さんぽ＆レクチャー開催～
　６月６日、竹田の歴史や城下町のことをもっと知ってもら
おうと、竹田アートカルチャー実行委員会主催の城下町歴史
さんぽ＆レクチャー「中西めがね」が開催されました。
　語り手は、北九州市立自然史・歴史博物館の学芸員、中西
義昌さんを迎え、聞き手には書家の草刈淳さんと美術ユニッ
トのオレクトロニカ（加藤亮さん・児玉順平さん）の２組が
務めました。
　中西さんは竹田市職員として 13 年間、竹田で過ごした経験をもとに、
歴史の痕跡を手掛かりに目の前の今の風景を語る「中西めがね」とい
う独特の視点で「竹田の自然、歴史、アート（芸術文化）」「このまちの
成り立ち」「このまちに花開いた独特な芸術文化のこと」をわかりやす
く解説。参加者は熱心にメモをとりながら、城下町を散策しました。
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国民健康保険のお知らせ

◆配達時に不在の場合は…？
　　配達時にご不在の場合は、「郵便等お預かりのお知らせ」
　に記載された保管期限日までに、郵便局に連絡し再配達
　してもらうか、本人確認書類（免許証など）を持参して
　郵便局の窓口でお受け取りください。

◆新しい保険証の有効期限
　　新しい保険証の有効期限は、平成 28 年 7 月 31 日です。
　ただし、75歳の誕生日を迎える方や退職被保険者で 65 歳
　を迎える方は、有効期限が異なります。

◆会社の健康保険に加入しているのに保険証
　が届いたとき
　　国保の脱退の手続きが必要です。国保の保険証と会社
　の保険証を持参して、保険健康課又は、各支所いきいき
　市民課で手続きをしてください。
　　また、竹田市に住所がない方で、学校を卒業したのに
　保険証が届いた場合も手続きが必要です。
　　手続きをしないと国保の資格が登録されたままとなり
　保険税がかかりますので、必ず 14 日以内に手続きをして
　ください。

「限度額認定証」等は更新手続きが必要です
　現在ご使用の限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は、7 月末です。8 月以降も認
定証を引き続きお使いになる場合は、再度申請をしてください。
　・対象者　70 歳未満の方、70 歳以上の住民税非課税世帯の方
　　　　　   ※ 70 歳以上の住民税課税世帯の方は、医療機関の窓口に高齢受給者証を提示すると、お支払いが限
　　　　　　　度額までとなります。
　・申請に必要なもの　保険証、現在お持ちの認定証、印かん
　・申請窓口　竹田市保険健康課、または各支所いきいき市民課

  ●お問い合せ　　竹田市保険健康課　国保・高齢者医療係　☎ 63-1111（内線 177・178・179）

薄緑色の国民健康保険証は、7 月末で期限が切れます

  新しい保険証は、7月中旬に郵送します
　現在お使いの薄緑色の保険証は、７月末に有効期限が切れます。新しい保険証は、７月中旬に、簡易書留郵便
で世帯主宛にお送りします。８月１日以降は、薄赤色の新しい保険証をお使いください。なお、古い保険証は、
保険健康課または各支所いきいき市民課にお返しいただくか、内容が読み取れないように細かく切断して破棄し
てください。

新しい高齢受給者証の送付
　70 歳から 74 歳までの方に、８月から使
える高齢受給者証を７月下旬にお送りしま
す。病院等では、一部負担金の割合をこの
高齢受給者証で確認します。受診の際には、
保険証と一緒に病院等の窓口に提示してく
ださい。
　なお、新しい高齢受給者証の一部負担金
の割合は、平成 26 年中の所得に基づいて判
定されています。
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国民健康保険税のお知らせ

国民健康保険税は納期内に納めましょう
　国民健康保険に加入している皆さんに納めていただく保険税は、国保加入者や後期高齢者医療制度（75 歳以上
の人が対象）の人が病気やけがをしたときの医療費や、介護サービス費用の一部となります。保険税はそのため
の貴重な財源ですので、決められた日までにきちんと納付しましょう。

■保険税の決め方
　保険税は、毎年４月から３月までの 12 ヶ月を１年度として、「医療給付費分」と「後期高齢者支援金分」と「介
護納付金分（40 歳から 64 歳までの人）」を次の表の①～③で計算した合計額が年額です。

●平成 27 年度の保険税の税率　　　　　　　　　　　　　　　（賦課限度額を除いて、平成 20 年度から変更ありません）

①所得割額 ②均等割額 ③平等割額 賦課限度額

医療給付費分 課税所得金額
× 11％

一人当たり
30,900 円

１世帯につき
23,000 円

① +② +③
52 万円

後期高齢者
支援金分

課税所得金額
× 2.7％

一人当たり
7,800 円

１世帯につき
5,900 円

① +② +③
17 万円

介護納付金分
（40～ 64 歳のみ）

課税所得金額
× 1.9％

一人当たり
8,700 円

１世帯につき
4,800 円

① +② +③
16 万円

※課税所得金額：前年の総所得金額から 33 万円（基礎控除額）を差し引いた金額

■保険税の納付方法
　◆普通徴収
　　納付書により金融機関又はコンビニエンスストアで納めていただくか、口座振替契約された金融機関の口座
　から振替する納付方法です。１年分（12 ヶ月分）を４月から翌年３月までの全 12 期で納めます。

仮算定（暫定賦課）期間 本算定（確定賦課）期間

期別 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 第9期 第10期 第11期 第12期

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付
金額

前年度の保険税額の
12 分の 1ずつ

本年度の保険税額が決定後、年間の保険税額から暫定（仮算定）税額を
差し引いた額を、9回に分けた額

◆特別徴収
　　保険税を年金から天引きする納付方法で、世帯の国保加入者が全員 65 歳以上 74 歳未満の場合は、原則世帯
　主の年金から天引きとなります。１年分（12 ヶ月分）を偶数月の年金受給日の全６期で納めます。

仮　徴　収　期　間 本　徴　収　期　間

期別 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期

月 ４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

天引き
される金額 前年度の 2月分と同額 本年度の保険税額が決定後、年間の保険税額から4月、6月、

8月に仮徴収した額を差し引いた額を 3回に分けて天引き

■正しい所得を申告しましょう！
　　保険税の所得割額は前年の所得をもとに決められます。申告をしないと、高額療養費の非課税世帯や入院し
　たときの食事代等で減額が認められないなど、不利益となることがありますので、正しい申告をお願いします。

仮　徴　収　期　間 本　　徴　　収　　期　　間

期　別 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期

月 ４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

天引き
される金額 前年度の 2月分と同額 本年度の保険税額が決定後、年間の保険税額から4月、6月、

8月に仮徴収した額を差し引いた額を 3回に分けて天引き

仮算定（暫定賦課）期間 本　算　定　（確定賦課）　期　間

期別 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 第9期 第10期 第11期 第12期

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付
金額

前年度の保険税額の
12 分の 1ずつ

本年度の保険税額が決定後、年間の保険税額から暫定（仮算定）税額を
差し引いた額を、9回に分けた額

①所得割額 ②均等割額 ③平等割額 賦課限度額

医療給付費分 課税所得金額
× 11％

一人当たり
30,900 円

１世帯につき
23,000 円

① +② +③
52 万円

後期高齢者
支援金分

課税所得金額
× 2.7％

一人当たり
7,800 円

１世帯につき
5,900 円

① +② +③
17 万円

介護納付金分
（40～ 64 歳のみ）

課税所得金額
× 1.9％

一人当たり
8,700 円

１世帯につき
4,800 円

① +② +③
16 万円
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■保険税の軽減と減免
　◆低所得世帯に対する軽減
　　保険税の均等割額と平等割額について、判定区分に応じて７割・５割・２割を減額します。なお、軽減は、　
　所得申告（確定申告・市県民税申告等）に基づいて行います。

判定所得 判定区分 軽減割合

世帯主と被保険者と特定
同一世帯所属者の前年中
の総所得金額等の合計額

33 万円以下 ７割

{33万円＋26万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）}以下 ５割

{33万円＋47万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）}以下 ２割

※特定同一世帯所属者とは、後期高齢者医療制度への移行により、国保から脱退した方のうち、同じ世帯に国保被保険者がいる方です。
　ただし、継続して移行時と同じ世帯であることが条件です。

◆世帯ごとで負担する平等割額の軽減
　　国保の被保険者が後期高齢者医療制度へ移行したことにより、同じ世帯の国保被保険者が１人となる場合の
　医療分と後期支援分にかかる平等割額は、５年間は 1/2 が軽減され、その後３年間は 1/4 が軽減されます。こ
　の軽減については、申請していただく必要はありません。

◆会社の健康保険で扶養されていた方に対する保険税減免
　　会社の健康保険に加入していた方が後期高齢者医療制度へ移行することにより、その被扶養者ではなくなっ
　た方が国保に加入する場合には、所得割額の負担はありません。また、７割・５割の軽減に当てはまる場合を
　除き、被保険者１人ごとで負担する均等割額が半額になります。さらに国保被保険者が１人の場合には、平等
　割額も半額になります。

◆非自発的失業者に対する軽減
　　会社の倒産や会社都合等の非自発的理由で失業した方（雇用保険の特定受給資格者及び特定理由離職者に限
　ります）の保険税は、離職日の翌日の属する月からその翌年度末までの間、前年中の給与所得を 30 ／ 100 と
　みなして計算します。
　　☆対象者　21 年 3 月 31 日以降に離職した、雇用保険受給者証の離職理由コードが 11、12、21、22、23、
　　　　　　　31、32、33、34 の人　　
　　※対象となる人は雇用保険受給者証を持参の上、保険健康課又は、各支所いきいき市民課で申請をしてくだ
　　　さい。

◆災害等による減免
　　災害等で保険税の納付が困難なときは、申請することによって保険税の減免が認められることがあります。（た
　だし、申請が受理された時点で既に納期限を経過している保険税については、減免の対象とはなりません）

保険税の納付は、口座振替で
　　口座振替にすれば、一度手続きをすれば翌年度からの分も自動的に継続するので簡単で便利です。
　○申込み手続きに必要なもの　預（貯）金通帳、通帳届出印
　※上記のものを持って、市役所税務課、各支所いきいき市民課、市指定の金融機関で「口座振替依頼書」
　　に必要事項を記入して申し込んでください。

○課税に関するお問い合せ　竹田市税務課　課税係　　☎ 63-1111（内線 125・126・127）
○納付に関するお問い合せ　竹田市税務課　管理係　　☎ 63-1111（内線 121・122・129）

判　定　所　得 判　　　定　　　区　　　分 軽減割合

世帯主と被保険者と特定
同一世帯所属者の前年中
の総所得金額等の合計額

33 万円以下 ７割

{33万円＋26万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）}以下 ５割

{33万円＋47万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）}以下 ２割
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後期高齢者医療のお知らせ

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ
　平成27年度　保険料額決定通知書等を送付します
　平成 27 年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送りします。
　保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧ください。

納期
（月）

保険料額 普通徴収の
納　期　限特別徴収額 普通徴収額

４月
５月
６月
７月
８月
９月

通知書に記載

特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、
　その月の年金から差し引かれます。
○普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場合は、
　その月の納期限までに納付書等で保険料を納めていた
　だくようになります。ただし、口座振替申請をされて
　いる方は、納期限の日に通知書に記載している金融機
　関から振り替えさせていただきますので、手続は必要
　ありません。

　新しい保険証は、７月中旬に送付します
　保険証が更新されますので、７月中旬に新しい保険証をお送りします。

　平成27年度　限度額適用・標準負担額減額認定証の申請受付
　現在発行している減額認定証は、７月 31 日㈮で有効期限が切れます。８月以降も必要な方は、申請が必要とな
りますので、以下の点をご確認の上、市町村窓口にて申請をしてください。
☆対象となる被保険者　平成 27 年度住民税非課税世帯に属する方
☆申請に必要なもの　　①保険証　 ②印鑑　 ③過去１年間に 90 日を超える入院があれば、入院日数が分かる証
　　　　　　　　　　　明書（領収書等）
　【非自発的失業者の保険料の減免について】　
　　非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、広域連合または市町村の担
　当課にお問い合わせください。

○　現在の黄色の保険証は、７月末で有効期限が切れます。

○　保険証は折りたたみタイプです。半分に折って使ってください。

○　裏面に臓器提供の意思表示ができます。

○　８月以降は新しい保険証を使ってください。

○　新しい保険証の有効期限は、平成 28 年 7 月 31 日です。

○　新しい保険証の色は、緑色です。

○　保険証は上記、保険料額決定通知書とは別に送付します。

○　「一部負担金の割合」は、平成 26 年中の所得に基づいて判定さ
　れています。

　●お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771（代表）
　　【申請窓口】　竹田市保険健康課　☎ 0974-63-1111 ( 内線 179)


